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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者が横たわるマットレスの下に設置される離床センサと、
　上記マットレスの下に設置される生体情報収集シートと、
　上記離床センサからの信号及び上記生体情報収集シートからの信号に基づいて上記使用
者の離床／在床と生体情報を監視する監視装置と、
　からなる生体情報監視システムにおいて、
　上記監視装置は、上記離床センサからの信号に基づいて上記使用者の離床／在床を判定
すると共に、上記生体情報収集シートからの混在信号に基づいて重要事象の有無を判定し
、在床且つ重要事象無しと判定した場合に上記生体情報収集シートからの混在信号を演算
処理して得られた各種生体情報を報知するものであり、
　上記監視装置は、離床／在床、心肺停止、体動、呼吸、脈拍の各判定に基づき、離床／
在床、心肺停止、体動、呼吸、脈拍の順に異常の警報を出力し、上位の警報を出力した場
合には下位の警報を出力しないことを特徴とする生体情報監視システム。
【請求項２】
　請求項１記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記離床／在床の警報に際しては、それより下位の警報を抑制する処理を行なうことに
より、上位の警報を出力した場合には下位の警報を出力しないようにしたことを特徴とす
る生体情報監視システム。
【請求項３】
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　請求項２記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記心肺停止、体動、呼吸、脈拍の警報に際しては、それぞれ処理時間を所定値に設定
することにより、上位の警報を出力した場合には下位の警報を出力しないようにしたこと
を特徴とする生体情報監視システム。
【請求項４】
　使用者が横たわるマットレスの下に設置される離床センサと、
　上記マットレスの下に設置される生体情報収集シートと、
　上記離床センサからの信号及び上記生体情報収集シートからの信号に基づいて上記使用
者の離床／在床と生体情報を監視する監視装置と、
　からなる生体情報監視システムにおいて、
　上記監視装置は、上記離床センサからの信号に基づいて上記使用者の離床／在床を判定
すると共に、上記生体情報収集シートからの混在信号に基づいて重要事象の有無を判定し
、在床且つ重要事象無しと判定した場合に上記生体情報収集シートからの混在信号を演算
処理して得られた各種生体情報を報知するものであり、
　上記生体情報収集シートは、複数の空気室が設けられ内部が連通していて全体としてシ
ート状に設けられた袋体と、上記空気室に設けられたセンサ及び該センサからの信号を増
幅する回路を基板上に設けてなるセンサモジュールとから構成されていて、
　上記生体情報収集シートの使用者側の面には板状の押圧部材が設置されていることを特
徴とする生体情報監視システム。
【請求項５】
　請求項１～請求項４の何れかに記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記監視装置は、更に無呼吸判別を行うものであることを特徴とする生体情報監視シス
テム。
【請求項６】
　請求項５記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記無呼吸判定は所定の時間内において上記混在信号に所定の閾値以上の振幅を有する
信号が出現する頻度に基づいて行われるものであることを特徴とする生体情報監視システ
ム。
【請求項７】
　請求項１～請求項６の何れかに記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記離床／在床の判定は、上記離床センサのオン／オフ信号の内、オフ信号を検出して
いる離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超えた場合でも離床判定せずに、オフ信号を
検出している離床検出時間が所定の連続離床時間を超えた場合に連続離床異常と判定する
ものであることを特徴とする生体情報監視システム。
【請求項８】
　請求項１～請求項６の何れかに記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記離床／在床の判定は、上記離床センサのオン／オフ信号の内、オフ信号を検出して
いる離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超えた場合に離床判定するものであると共に
、上記離床センサのオン／オフ信号のオン信号を検出している在床検出時間が所定の連続
在床時間を超えた場合に連続在床異常と判定するものであることを特徴とする生体情報監
視システム。
【請求項９】
　請求項１～請求項６の何れかに記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記離床／在床の判定は、上記離床センサのオン／オフ信号の内、オフ信号を検出して
いる離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超えた場合でも離床判定せずに、オフ信号を
検出している離床検出時間が所定の連続離床時間を超えた場合に連続離床異常と判定する
ものであるとともに、上記離床センサのオン／オフ信号のオン信号を検出している在床検
出時間が所定の連続在床時間を超えた場合に連続在床異常と判定するものであることを特
徴とする生体情報監視システム。
【請求項１０】
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　請求項８記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記離床判定に関して報知の有無を選択可能に構成したことを特徴とする生体情報監視
システム。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０の何れかに記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記監視装置は上記マットレスの近傍に設置されたコントロール装置及び又は遠隔配置
されたホストコンピュータであることを特徴とする生体情報監視システム。
【請求項１２】
　請求項１１記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記マットレスは複数あって、上記コントロール装置も各マットレスに対応して各設置
されており、
　それら全てのコントロール装置が遠隔配置された１台のホストコンピュータにつながっ
ていることを特徴とする生体情報監視システム。
【請求項１３】
　請求項１２記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記コントロール装置により上記生体情報を得て報知するとともに、上記遠隔配置され
た１台のホストコンピュータによって、上記各コントロール装置における各種生体情報の
概要の一覧表示と特定の１台のコントロール装置における各種生体情報の詳細表示とを切
替表示することを特徴とする生体情報監視システム。
【請求項１４】
　請求項１～請求項１３の何れかに記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記離床センサは、平行に設置された一対の板状部材と、上記一対の板状部材の間に設
けられた弾性支持部材と、上記一対の板状部材の間に設置され該一対の板状部材を介して
選択的に押圧される離床検出スイッチと、から構成されることを特徴とする生体情報監視
システム。
【請求項１５】
　請求項１４記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記離床検出スイッチには、上記板状部材と当接される突起が設けられていることを特
徴とする生体情報監視システム。
【請求項１６】
　請求項１４記載の生体情報監視システムにおいて、
　上記離床検出スイッチの突起と上記板状部材との間には所定の隙間が設けられているこ
とを特徴とする生体情報監視システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、介護ベッド等のマットレス上に横たわっている使用者（被介護者）
の離床／在床を検知するとともに、呼吸、心拍、脈拍等の生体情報を収集し、異常事象と
判別した場合にこれを報知する生体情報監視システムに係り、特に、死亡、発作等の重要
事象を、迅速に且つ誤判定少なく警報できるように工夫したものに関する。
【０００２】
　介護ベッド上の使用者の離床／在床を検知するとともに呼吸、心拍、脈拍等の生体情報
を収集し、異常を検知して報知する生体情報監視システムの構成を開示するものとして、
例えば、特許文献１に記載された「就寝状態監視装置」や、特許文献２に記載された「生
体情報を収集し伝達する装置」がある。
　上記特許文献１に記載された「就寝状態監視装置」であるが、まず、寝台の上に硬質シ
ートが設置されており、この硬質シートの上に弾性を有するクッションシートが設置され
ている。上記硬質シートと上記クッションシートの間に圧力検出チューブと離床センサが
設置されている。上記クッションシートの上には被験者が横たわっている。
【０００３】
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　上記圧力検出チューブ内には空気が封入されていて、コンデンサマイクロフォンからな
る微差圧センサが設置されている。この微差圧センサによって、上記被験者による上記圧
力検出チューブ内の圧力変化を検出する。
【０００４】
　上記微差圧センサには信号整形部が接続されており、この信号整形部によって、上記微
差圧センサから出力された信号が増幅された後、生体信号の強度測定に必要な範囲の周波
数成分が取り出される。
　上記信号整形部には自動利得制御部が接続されている。この自動利得制御部によって、
上記信号整形部から出力された信号を所定の信号レベルの範囲になるように調整するゲイ
ン制御が行われる。
【０００５】
　上記自動利得制御部には体動検出演算部が接続されていて、この体動検出演算部によっ
て、上記自動利得制御部から出力された信号が所定の上限値を超える時間を監視して体動
を検出する。
【０００６】
　上記自動利得制御部には信号強度演算部が接続されていて、上記ゲイン制御によらない
信号強度を算出する。
【０００７】
　上記離床センサ、上記自動利得制御部、上記体動検出演算部、上記信号強度演算部には
就寝状態判定制御部が接続されている。この就寝状態判定制御部によって、上記離床セン
サ、上記自動利得制御部、上記体動検出演算部、上記信号強度演算部からの信号に基づい
て、上記被験者の生体信号の有無や在床／離床の判定が行われる。
　また、被験者の死亡、発作等の重要事象の有無については、上記生体信号を演算処理し
て得られた演算処理信号に基づいて判断している。
【０００８】
　次に、特許文献２に記載された「生体情報を収集し伝達する装置」であるが、まず、マ
ットレスが敷かれたベッドがあり、上記マットレスの上に被験者が横たわっている。上記
マットレスと上記ベッドの間には、圧力センサが設置されたマットが設置されている。上
記マットは、上記被験者の頭部側、胸部側、腰部側にそれぞれ設置されている。
【０００９】
　上記マットレスに設置された圧力センサは、圧電素子からなり、上記被験者の動きを電
圧に変換し、生体情報信号を出力する。この生体情報信号は、増幅器によって増幅された
後、第１のＢＰＦ（バンドパスフィルタ）回路によって処理される。これにより、上記生
体情報信号から体動信号が抽出される。
【００１０】
　上記第１のＢＰＦ（バンドパスフィルタ）回路には、第２のＢＰＦ（バンドパスフィル
タ）回路を介して呼吸数演算回路が接続されているとともに、第３のＢＰＦ（バンドパス
フィルタ）回路を介して心拍数演算回路が接続されている。上記体動信号を上記呼吸数演
算回路で処理することにより、上記被験者の呼吸数を得ることができる。また、上記体動
信号を上記心拍数演算回路で処理することにより、上記被験者の心拍数を得ることができ
る。
　また、上記第１のＢＰＦ（バンドパスフィルタ）回路には、離床等判断回路が接続され
ており、これにより、上記被験者の体動や上記ベッドから離床したか否かの判別が行われ
る。
【００１１】
　また、上記呼吸数演算回路、上記心拍数演算回路、及び、上記離床等判断回路には、警
報回路が接続されている。この警報回路は、呼吸数、心拍数、及び、離床／在床の状態等
に基づいて警報を発する。
　また、特許文献２に記載された発明の場合も、被験者の死亡、発作等の重要事象の有無
については、上記生体信号を演算処理して得られた演算処理信号に基づいて判断している
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【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特許第４０１３１９５号公報
【特許文献２】特許第５２１０２６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら上記従来の構成によると次のような問題があった。
　まず、特許文献１に記載された「就寝状態監視装置」では、死亡、発作等の重要事象の
判定を、微差圧センサから出力された信号を信号整形部等で処理した後行っているため、
死亡、発作等の重要事象の発見が遅れてしまうという問題があった。
　このことは、特許文献２に記載された「生体情報を収集し伝達する装置」の場合も同様
である。
　なお、死亡、発作が重要事象であることは誰の目にも明らかであるが、離床／在床を検
知することも、使用者の状態によっては、それらに劣らず重要な事象となる。例えば、足
腰の弱った使用者がベッドから離れようとした場合には、その後の転倒事故による骨折等
が危惧され、介護士は直ちに駆け付ける必要があるが、その一方で、安全サイドでの甘い
報知が行えるようであると、誤報知も多くなって介護士への負担は多大なものとなってし
まう。他方、呼吸数・脈拍数は現在の状態をより良く知る上では正確であるに越したこと
はないが、それが平常値以内であれば、実は、それら数値の多少の誤差・変動は、上記重
要事象に比べて問題は少ない。
【００１４】
　本発明は、このような点に基づいてなされたもので、その目的とするところは、離床セ
ンサ及び生体情報収集シートからの信号に基づいて、呼吸数や心拍・脈拍数並びにそれら
波形等の生体情報をより正確に得ようとした上で、死亡、発作、離床の重要事象をウェイ
ト付けし、これら重要事象を迅速且つ誤判定少なく判別して警報できるように工夫した生
体情報監視システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題を解決するべく請求項1に記載された生体情報監視システムは、使用者が横た
わるマットレスの下に設置される離床センサと、上記マットレスの下に設置される生体情
報収集シートと、上記離床センサからの信号及び上記生体情報収集シートからの信号に基
づいて上記使用者の離床／在床と生体情報を監視する監視装置と、からなる生体情報監視
システムにおいて、上記監視装置は、上記離床センサからの信号に基づいて上記使用者の
離床／在床を判定すると共に、上記生体情報収集シートからの混在信号に基づいて重要事
象の有無を判定し、在床且つ重要事象無しと判定した場合に上記生体情報収集シートから
の混在信号を演算処理して得られた各種生体情報を報知するものであり、上記監視装置は
、離床／在床、心肺停止、体動、呼吸、脈拍の各判定に基づき、離床／在床、心肺停止、
体動、呼吸、脈拍の順に異常の警報を出力し、上位の警報を出力した場合には下位の警報
を出力しないことを特徴とするものである。
　又、請求項２に記載された生体情報監視システムは、請求項１記載の生体情報監視シス
テムにおいて、上記離床／在床の警報に際しては、それより下位の警報を抑制する処理を
行なうことにより、上位の警報を出力した場合には下位の警報を出力しないようにしたこ
とを特徴とするものである。
　又、請求項３に記載された生体情報監視システムは、請求項２記載の生体情報監視シス
テムにおいて、上記心肺停止、体動、呼吸、脈拍の警報に際しては、それぞれ処理時間を
所定値に設定することにより、上位の警報を出力した場合には下位の警報を出力しないよ
うにしたことを特徴とするものである。
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　又、請求項４に記載された生体情報監視システムは、使用者が横たわるマットレスの下
に設置される離床センサと、上記マットレスの下に設置される生体情報収集シートと、上
記離床センサからの信号及び上記生体情報収集シートからの信号に基づいて上記使用者の
離床／在床と生体情報を監視する監視装置と、からなる生体情報監視システムにおいて、
上記監視装置は、上記離床センサからの信号に基づいて上記使用者の離床／在床を判定す
ると共に、上記生体情報収集シートからの混在信号に基づいて重要事象の有無を判定し、
在床且つ重要事象無しと判定した場合に上記生体情報収集シートからの混在信号を演算処
理して得られた各種生体情報を報知するものであり、上記生体情報収集シートは、複数の
空気室が設けられ内部が連通していて全体としてシート状に設けられた袋体と、上記空気
室に設けられたセンサ及び該センサからの信号を増幅する回路を基板上に設けてなるセン
サモジュールとから構成されていて、上記生体情報収集シートの使用者側の面には板状の
押圧部材が設置されていることを特徴とするものである。
　又、請求項５に記載された生体情報監視システムは、請求項１～請求項４の何れかに記
載の生体情報監視システムにおいて、上記監視装置は、更に無呼吸判別を行うものである
ことを特徴とするものである。
　又、請求項６に記載された生体情報監視システムは、請求項５記載の生体情報監視シス
テムにおいて、上記無呼吸判定は所定の時間内において上記混在信号に所定の閾値以上の
振幅を有する信号が出現する頻度に基づいて行われるものであることを特徴とするもので
ある。
　又、請求項７に記載された生体情報監視システムは、請求項１～請求項６の何れかに記
載の生体情報監視システムにおいて、上記離床／在床の判定は、上記離床センサのオン／
オフ信号の内、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超えた場
合でも離床判定せずに、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の連続離床時間を超
えた場合に連続離床異常と判定するものであることを特徴とするものである。
　又、請求項８に記載された生体情報監視システムは、請求項１～請求項６の何れかに記
載の生体情報監視システムにおいて、上記離床／在床の判定は、上記離床センサのオン／
オフ信号の内、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超えた場
合に離床判定するものであると共に、上記離床センサのオン／オフ信号のオン信号を検出
している在床検出時間が所定の連続在床時間を超えた場合に連続在床異常と判定するもの
であることを特徴とするものである。
　又、請求項９に記載された生体情報監視システムは、請求項１～請求項６の何れかに記
載の生体情報監視システムにおいて、上記離床／在床の判定は、上記離床センサのオン／
オフ信号の内、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超えた場
合でも離床判定せずに、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の連続離床時間を超
えた場合に連続離床異常と判定するものであるとともに、上記離床センサのオン／オフ信
号のオン信号を検出している在床検出時間が所定の連続在床時間を超えた場合に連続在床
異常と判定するものであることを特徴とするものである。
　又、請求項１０に記載された生体情報監視システムは、請求項８記載の生体情報監視シ
ステムにおいて、上記離床判定に関して報知の有無を選択可能に構成したことを特徴とす
るものである。
　又、請求項１１に記載された生体情報監視システムは、請求項１～請求項１０の何れか
に記載の生体情報監視システムにおいて、上記監視装置は上記マットレスの近傍に設置さ
れたコントロール装置及び又は遠隔配置されたホストコンピュータであることを特徴とす
るものである。
　又、請求項１２に記載された生体情報監視システムは、請求項１１記載の生体情報監視
システムにおいて、上記マットレスは複数あって、上記コントロール装置も各マットレス
に対応して各設置されており、それら全てのコントロール装置が遠隔配置された１台のホ
ストコンピュータにつながっていることを特徴とするものである。
　又、請求項１３に記載された生体情報監視システムは、請求項１２記載の生体情報監視
システムにおいて、上記コントロール装置により上記生体情報を得て報知するとともに、
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上記遠隔配置された１台のホストコンピュータによって、上記各コントロール装置におけ
る各種生体情報の概要の一覧表示と特定の１台のコントロール装置における各種生体情報
の詳細表示とを切替表示することを特徴とするものである。
　又、請求項１４に記載された生体情報監視システムは、請求項１～請求項１３の何れか
に記載の生体情報監視システムにおいて、上記離床センサは、平行に設置された一対の板
状部材と、上記一対の板状部材の間に設けられた弾性支持部材と、上記一対の板状部材の
間に設置され該一対の板状部材を介して選択的に押圧される離床検出スイッチと、から構
成されることを特徴とするものである。
　又、請求項１５に記載された生体情報監視システムは、請求項１４記載の生体情報監視
システムにおいて、上記離床検出スイッチには、上記板状部材と当接される突起が設けら
れていることを特徴とするものである。
　又、請求項１６に記載された生体情報監視システムは、請求項１４記載の生体情報監視
システムにおいて、上記離床検出スイッチの突起と上記板状部材との間には所定の隙間が
設けられていることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１６】
　以上述べたように本発明の請求項1記載の生体情報監視システムによると、
使用者が横たわるマットレスの下に設置される離床センサと、上記マットレスの下に設置
される生体情報収集シートと、上記離床センサからの信号及び上記生体情報収集シートか
らの信号に基づいて上記使用者の離床／在床と生体情報を監視する監視装置と、からなる
生体情報監視システムにおいて、上記監視装置は、上記離床センサからの信号に基づいて
上記使用者の離床／在床を判定すると共に、上記生体情報収集シートからの混在信号に基
づいて重要事象の有無を判定し、在床且つ重要事象無しと判定した場合に上記生体情報収
集シートからの混在信号を演算処理して得られた各種生体情報を報知するものであり、上
記監視装置は、離床／在床、心肺停止、体動、呼吸、脈拍の各判定に基づき、離床／在床
、心肺停止、体動、呼吸、脈拍の順に異常の警報を出力し、上位の警報を出力した場合に
は下位の警報を出力しない構成になっているので、心肺停止、体動異常といった重要事象
を迅速に判定して警報することができる。
　又、請求項２に記載された生体情報監視システムによると、請求項１記載の生体情報監
視システムにおいて、上記離床／在床の警報に際しては、それより下位の警報を抑制する
処理を行なうことにより、上位の警報を出力した場合には下位の警報を出力しないように
したので、上記効果を確実なものとすることができる。
　又、請求項３に記載された生体情報監視システムによると、請求項２記載の生体情報監
視システムにおいて、上記重要事象、生体情報の警報に際しては、それぞれ処理時間を所
定値に設定することにより、上位の警報を出力した場合には下位の警報を出力しないよう
にしたので、上記効果を確実なものとすることができる。
　又、請求項４に記載された生体情報監視システムによると、使用者が横たわるマットレ
スの下に設置される離床センサと、上記マットレスの下に設置される生体情報収集シート
と、上記離床センサからの信号及び上記生体情報収集シートからの信号に基づいて上記使
用者の離床／在床と生体情報を監視する監視装置と、からなる生体情報監視システムにお
いて、上記監視装置は、上記離床センサからの信号に基づいて上記使用者の離床／在床を
判定すると共に、上記生体情報収集シートからの混在信号に基づいて重要事象の有無を判
定し、在床且つ重要事象無しと判定した場合に上記生体情報収集シートからの混在信号を
演算処理して得られた各種生体情報を報知するものであり、上記生体情報収集シートは、
複数の空気室が設けられ内部が連通していて全体としてシート状に設けられた袋体と、上
記空気室に設けられたセンサ及び該センサからの信号を増幅する回路を基板上に設けてな
るセンサモジュールとから構成されていて、上記生体情報収集シートの使用者側の面には
板状の押圧部材が設置されているので、高い精度で生体情報を収集することができ、検出
感度を高めることができる。
　又、請求項５に記載された生体情報監視システムによると、請求項１～請求項３の何れ
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かに記載の生体情報監視システムにおいて、上記監視装置は、更に無呼吸判別を行うもの
であるので、呼吸異常をより高い精度で判定して警報することができる。
　又、請求項６に記載された生体情報監視システムによると、請求項５記載の生体情報監
視システムにおいて、上記無呼吸判定は所定の時間内において上記混在信号に所定の閾値
以上の振幅を有する信号が出現する頻度に基づいて行われるものであるので、上記効果を
より確実なものとすることができる。
　又、請求項７に記載された生体情報監視システムによると、請求項１～請求項６の何れ
かに記載の生体情報監視システムにおいて、上記離床／在床の判定は、上記離床センサの
オン／オフ信号の内、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超
えた場合でも離床判定せずに、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の連続離床時
間を超えた場合に連続離床異常と判定するものであるので、連続離床異常を確実に判定し
て警報することができる。
　又、請求項８に記載された生体情報監視システムによると、請求項１～請求項６の何れ
かに記載の生体情報監視システムにおいて、上記離床／在床の判定は、上記離床センサの
オン／オフ信号の内、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超
えた場合に離床判定するものであると共に、上記離床センサのオン／オフ信号のオン信号
を検出している在床検出時間が所定の連続在床時間を超えた場合に連続在床異常と判定す
るものであるので、離床と連続在床異常を確実に判定して警報することができる。
　又、請求項９に記載された生体情報監視システムによると、請求項１～請求項６の何れ
かに記載の生体情報監視システムにおいて、上記離床／在床の判定は、上記離床センサの
オン／オフ信号の内、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の誤検知防止時間を超
えた場合でも離床判定せずに、オフ信号を検出している離床検出時間が所定の連続離床時
間を超えた場合に連続離床異常と判定するものであるとともに、上記離床センサのオン／
オフ信号のオン信号を検出している在床検出時間が所定の連続在床時間を超えた場合に連
続在床異常と判定するものであるので、連続離床異常と連続在床異常を確実に判定して警
報することができる。
　又、請求項１０に記載された生体情報監視システムによると、請求項８記載の生体情報
監視システムにおいて、上記離床判定に関して報知の有無を選択可能に構成したので、離
床時報知を無しとした場合には、連続在床異常のみ警報を発し、離床しただけでは警報を
発しないことも可能となる。
　又、請求項１１に記載された生体情報監視システムによると、請求項１～請求項１０の
何れかに記載の生体情報監視システムにおいて、上記監視装置は上記マットレスの近傍に
設置されたコントロール装置及び又は遠隔配置されたホストコンピュータであるので、シ
ステム構成に裕度が生まれ使い勝手の良いシステムを提供することができる。
　又、請求項１２に記載された生体情報監視システムによると、請求項１１記載の生体情
報監視システムにおいて、上記マットレスは複数あって、上記コントロール装置も各マッ
トレスに対応して各設置されており、それら全てのコントロール装置が遠隔配置された１
台のホストコンピュータにつながっているので、１台のホストコンピュータによって集中
管理することができる。
　又、請求項１３に記載された生体情報監視システムによると、請求項１２記載の生体情
報監視システムにおいて、上記コントロール装置により上記生体情報を得て報知するとと
もに、上記遠隔配置された１台のホストコンピュータによって、上記各コントロール装置
における各種生体情報の概要の一覧表示と特定の１台のコントロール装置における各種生
体情報の詳細表示とを切替表示する構成になっているので、監視漏れが少ない高い精度の
監視が可能になる。
　又、請求項１４に記載された生体情報監視システムによると、請求項１～請求項１３の
何れかに記載の生体情報監視システムにおいて、上記離床センサは、平行に設置された一
対の板状部材と、上記一対の板状部材の間に設けられた弾性支持部材と、上記一対の板状
部材の間に設置され該一対の板状部材を介して選択的に押圧される離床検出スイッチと、
から構成されているので、離床検出スイッチ自体を大型化させることなく検知範囲の拡大
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を図ることができる。
　又、請求項１５に記載された生体情報監視システムによると、請求項１４記載の生体情
報監視システムにおいて、上記離床検出スイッチには、上記板状部材と当接される突起が
設けられているので、それによって、検出感度を高めることができる。
　又、請求項１６に記載された生体情報監視システムは、請求項１４記載の生体情報監視
システムにおいて、上記離床検出スイッチの突起と上記板状部材との間には所定の隙間が
設けられているので、突起を介して上記離床検出スイッチが不用意に押圧されることはな
く、それによって、誤検知防止や耐久性向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す図で、生体情報監視システムの全体構成を示す
側面図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図２（ａ）はコントロール装置を上方か
ら視た斜視図、図２（ｂ）はコントロール装置を下方から視た斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態を示す図で、生体情報監視システムの機能ブロック図
である。
【図４】本発明の第１の実施の形態を示す図で、離床センサを示す平面図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図５（ａ）は図４のＶ－Ｖ断面図であり
離床検出スイッチが押圧されていない状態を示す図、図５（ｂ）は離床検出スイッチが押
圧された状態を示す断面図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態を示す図で、生体情報収集シートの平面図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図６のＶＩＩ－ＶＩＩ断面図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図８（ａ）は生体情報収集シートに用い
られるセンサモジュールの斜視図、図８（ｂ）は生体情報収集シートに用いられるセンサ
モジュールの分解斜視図（センサモジュール本体を覆う熱収縮チューブを除く。）、図８
（ｃ）は生体情報収集シートのケーブル貫通部分を示す拡大断面図である。
【図９】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図９（ａ）はコントロール装置の設定画
面の１頁目を示す図、図９（ｂ）はコントロール装置の設定画面の２頁目を示す図である
。
【図１０】本発明の第１の実施の形態を示す図で、コントロール装置の設定画面の３頁目
を示す図である。
【図１１】本発明の第１の実施の形態を示す図で、コントロール装置の通常動作表示画面
を示す図である。
【図１２】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図１２（ａ）は生体情報収集シートか
ら出力される混在信号を示すグラフ、図１２（ｂ）は図１２（ａ）の混在信号を演算処理
して抽出した呼吸データを示すグラフ、図１２（ｃ）は図１２（ａ）の混在信号を演算処
理して抽出した脈拍データを示すグラフである。
【図１３】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図１３（ａ）は体圧分散マットレスを
使用した場合における生体情報収集シートから出力される混在信号を示すグラフ、図１３
（ｂ）は体圧分散マットレスを使用した場合における生体情報収集シートから出力される
混在信号から抽出した呼吸データを示すグラフ、図１３（ｃ）は体圧分散マットレスを使
用した場合における生体情報収集シートから出力される混在信号から抽出した脈拍データ
を示すグラフ、図１３（ｄ）は通常のマットレスを使用した場合における生体情報収集シ
ートから出力される混在信号を示すグラフ、図１３（ｅ）は通常のマットレスを使用した
場合おける生体情報収集シートから出力される混在信号から抽出した呼吸データを示すグ
ラフ、図１３（ｆ）は通常のマットレスを使用した場合おける生体情報収集シートから出
力される混在信号から抽出した脈拍データを示すグラフ、図１３（ｇ）はエアマットレス
を使用した場合おける生体情報収集シートから出力される混在信号を示すグラフ、図１３
（ｈ）はエアマットレスを使用した場合における生体情報収集シートから出力される信号
から抽出した呼吸データを示すグラフ、図１３（ｉ）は通常のマットレスを使用した場合
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における生体情報収集シートから出力される混在信号から抽出した脈拍データを示すグラ
フである。
【図１４】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図１４（ａ）は生体情報収集シートか
ら出力される混在信号を示すグラフ、図１４（ｂ）は図１４（ａ）の混在信号を処理して
抽出した呼吸データを示すグラフとこの呼吸データにより計数される呼吸数を示す図、図
１４（ｃ）は呼吸バンドによって測定された呼吸データを示すグラフとこの呼吸データに
より計数される呼吸数を示す図、図１４（ｄ）は図１４（ａ）の混在信号を処理して抽出
した脈拍データを示すグラフとこの脈拍データにより計数される脈拍数を示す図、図１４
（ｅ）は光電脈波計によって測定された脈拍データを示すグラフとこの脈拍データにより
計数される脈拍数を示す図、図１４（ｆ）は混在信号を処理して抽出した呼吸データと呼
吸バンドによる呼吸データとの相関係数と、混在信号を処理して抽出した脈拍データと光
電脈波計による脈拍データとの相関係数を示す図である。
【図１５】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図１５（ａ）は使用者が仰臥位であっ
た場合の離床センサの信号レベルをとったグラフ、図１５（ｂ）は使用者が腹臥位であっ
た場合の離床センサの信号レベルをとったグラフで、図１５（ｃ）は使用者が左側臥位で
あった場合の離床センサの信号レベルをとったグラフで、図１５（ｄ）は使用者が右側臥
位であった場合の離床センサの信号レベルをとったグラフである。
【図１６】本発明の第１の実施の形態を示す図で、離床センサを設置した場所ごとに上記
離床センサによって離床／在床状態を検出できたか否かを、マットレスの種類と使用者の
体位を変更して測定した結果を示す表である。
【図１７】本発明の第１の実施の形態を示す図で、ホストコンピュータの個別設定画面を
示す図である。
【図１８】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図１８（ａ）はホストコンピュータの
一覧画面であって通常動作中において異常がない場合の画面を示す図、図１８（ｂ）はホ
ストコンピュータの一覧画面であって通常動作中において異常が報知された場合の画面を
示す図である。
【図１９】本発明の第１の実施の形態を示す図で、ホストコンピュータの詳細画面であっ
て任意のコントロール装置の個別データを表示している画面を示す図である。
【図２０】本発明の第１の実施の形態を示す図で、離床／在床判別処理を示すフローチャ
ートである。
【図２１】本発明の第１の実施の形態を示す図で、心肺停止判別処理を示すフローチャー
トである。
【図２２】本発明の第１の実施の形態を示す図で、体動判別処理を示すフローチャートで
ある。
【図２３】本発明の第１の実施の形態を示す図で、呼吸計測処理を示すフローチャートで
ある。
【図２４】本発明の第１の実施の形態を示す図で、脈拍計測処理を示すフローチャートで
ある。
【図２５】本発明の第１の実施の形態を示す図で、連続離床判別処理を示すフローチャー
トである。
【図２６】本発明の第１の実施の形態を示す図で、離床／在床、連続在床判別処理を示す
フローチャートである。
【図２７】本発明の第１の実施の形態を示す図で、連続離床判別処理と連続在床判別処理
を示すフローチャートである。
【図２８】本発明の第１の実施の形態を示す図で、無呼吸判別処理を示すフローチャート
である。
【図２９】本発明の第１の実施の形態を示す図で、図２９（ａ）は使用者の呼吸がある場
合に生体情報収集シートから出力される混在信号を示すグラフ、図２９（ｂ）は図２９（
ａ）の混在信号を絶対値に変換したグラフ、図２９（ｃ）は使用者の呼吸がない場合に生
体情報収集シートから出力される混在信号を示すグラフ、図２９（ｄ）は図２９（ｃ）の
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混在信号を絶対値に変換したグラフである。
【図３０】本発明の第２の実施の形態を示す図で、警報の優先順位を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図３１】本発明の第３の実施の形態を示す図で、生体情報収集シートの平面図である。
【図３２】本発明の第３の実施の形態を示す図で、図３１のＸＸＸＩＩ－ＸＸＸＩＩ断面
図である。
【図３３】本発明の第４の実施の形態を示す図で、生体情報収集シートの平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図１乃至図３１を参照しながら本発明の第１の実施の形態について説明する。こ
の第１の実施の形態による生体情報監視システム１は、図１に示すような構成となってい
る。
　まず、複数のベッド３１～３ｎがある。これら複数のベッド３１～３ｎには、マットレ
ス５１～５ｎがそれぞれ設置されている。また、上記ベッド３１～３ｎのマットレス５１

～５ｎ上には、使用者７１～７ｎがそれぞれ横たわっている。
【００１９】
　また、上記ベッド３１～３ｎの上記マットレス５１～５ｎの下には、離床センサ１１１

～１１ｎと、生体情報収集シート１３１～１３ｎが、それぞれ設置されている。
　上記ベッド３１～３ｎの近傍には、コントロール装置１５１～１５ｎがそれぞれ設置さ
れている。これらコントロール装置１５１～１５ｎには、ナースコール用押釦装置１７１

～１７ｎがそれぞれ接続されている。
　また、ホストコンピュータ１９が設置されており、このホストコンピュータ１９によっ
て、上記コントロール装置１５１～１５ｎの制御や上記コントロール装置１５１～１５ｎ

から送られてくる生体情報を、例えば、無線通信を介して収集・管理する。
　尚、本実施の形態の場合には、一例として、ｎ＝５の場合を例に挙げて説明する。
【００２０】
　以下、各部の構成を詳細に説明する。
　まず、上記コントロール装置１５１～１５ｎの構成について、コントロール装置１５１

を例に挙げて説明する。
　上記コントロール装置１５１は、図２に示すような外観をなしている。まず、筐体２１
があり、その正面（図２（ａ）中左下側の面）にはタッチパネル付ディスプレイ２３が設
置されている。また、このタッチパネル付ディスプレイ２３の図２（ａ）中下側には、電
源／中断用押釦２５が設置されている。この電源／中断用押釦２５の操作によって、コン
トロール装置１５１の電源のオン／オフや、処理の中断／再開を行う。
【００２１】
　また、図２（ａ）に示すように、上記筐体２１の右側面（図２中右側の面）には、生体
情報データ出力端子２７と離床センサデータ出力端子２９が設置されている。また、図２
（ｂ）に示すように、上記筐体２１の左側面（図２中左側の面）には、ソフトウェア更新
用端子３１が設置されている。また、上記筐体２１の底面（図２中下側の面）には、生体
情報データ入力端子３３、離床センサデータ入力端子３５、電源端子３７が設置されてい
る。上記生体情報データ入力端子３３に信号ケーブル１３５１が接続され、上記離床セン
サデータ入力端子３５に信号ケーブル１３６１が接続される。
　なお、この実施の形態の場合には、上記コントロール装置１５１とホストコンピュータ
１９の間は無線でデータの送受信を行う構成になっているので、上記生体情報データ出力
端子２７と離床センサデータ出力端子２９を使用することはない。
【００２２】
　また、上記コントロール装置１５１には、図３に示すように、計測手段４１があり、こ
の計測手段４１には離床センサ１１１からの信号が入力されるとともに、生体情報収集シ
ート１３１からの混在信号が入力される。この混在信号は使用者７１の心拍、呼吸、体動
、脈拍、等による振動が混在したものである。
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　上記コントロール装置１５１には、信号処理手段４３があり、この信号処理手段４３に
よって、上記混在信号にフィルタ処理等の演算処理が施されて、呼吸による波形のみが抽
出された信号、脈拍による波形のみが抽出された信号が生成される。
【００２３】
　上記コントロール装置１５１には異常判別手段４５がある。この異常判別手段４５には
、上記計測手段４１を介して離床センサ１１１からの信号、生体情報収集シート１３１か
らの混在信号が入力されるとともに、上記信号処理手段４３を介して演算処理された処理
信号が入力される。そして、上記異常判別手段４５は、離床／在床の異常（離床、連続離
床異常、連続在床異常）、心拍の異常、体動の異常、呼吸の異常、脈拍の異常を判別する
ものである。上記コントロール装置１５１には、設定管理手段４７がある。この設定管理
手段４７によって、上記異常判別手段４５の設定が行われる。
【００２４】
　上記コントロール装置１５１には、表示手段４９がある。この表示手段４９によって、
離床／在床の異常（離床、連続離床異常、連続在床異常）、心拍の異常、体動の異常、呼
吸の異常、脈拍の異常の有無や、上記混在信号を示す波形、呼吸を示す波形、脈拍を示す
波形、等を表示する。また、タッチパネル５１があり、このタッチパネル５１を介して上
記設定管理手段４７等の操作を行う。
　なお、前記タッチパネル付ディスプレイ２３は上記表示手段４９の表面側に上記タッチ
パネル５１を重ねて設置したものである。
【００２５】
　また、上記コントロール装置１５１には報知手段５３がある。この報知手段５３は、離
床／在床の異常（離床、連続離床異常、連続在床異常）、心拍の異常、体動の異常、呼吸
の異常、脈拍の異常を、例えば、ナースコール、電話発信、警報音によって報知するもの
である。
　なお、本願発明における報知は、既に説明した表示手段４９とこの報知手段５３の両方
を含んだ概念である。
　また、上記コントロール装置１５１には、無線通信手段５５がある。上記計測手段４１
を介して得られた離床センサ１１１からの信号、生体情報収集シート１３１からの混在信
号、上記報知手段による報知は、この無線通信手段５５を介して上記ホストコンピュータ
１９に送信される。逆に、上記ホストコンピュータ１９からの信号がこの無線通信手段５
５を介してコントロール装置１５１に受信される。
　なお、他のコントロール装置１５２～１５ｎの構成、他のコントロール装置１５２～１
５ｎとホストコンピュータ１９との関係も同様の構成になっている。
【００２６】
　次に、ホストコンピュータ１９の構成を説明する。図３に示すように、上記ホストコン
ピュータ１９には無線通信手段６１がある。この無線通信手段６１を介して、上記コント
ロール装置１５１～１５ｎを介しての離床センサ１１１～１１ｎからの信号、生体情報収
集シート１３１～１３ｎからの混在信号、コントロール装置１５１～１５ｎからの報知信
号を受信するとともに、各種制御信号を上記コントロール装置１５１～１５ｎに送信する
。
【００２７】
　上記ホストコンピュータ１９には信号処理手段６３があり、この信号処理手段６３によ
って、受信した上記混在信号にフィルタ処理等の演算処理が施されて、呼吸による波形信
号や脈拍による波形信号が分離・生成される。
　上記ホストコンピュータ１９には異常判別手段６５がある。この異常判別手段６５には
、無線通信手段６１を介して離床センサ１１１～１１ｎからの信号、生体情報収集シート
１３１～１３ｎからの混在信号が入力されるとともに、上記信号処理手段６３を介して呼
吸による波形信号、脈拍による波形信号が入力される。この異常判別手段６５は、上記受
信した離床センサ１１１～１１ｎからの信号、生体情報収集シート１３１～１３ｎからの
混在信号に基づいて、離床／在床の異常（離床、連続離床異常、連続在床異常）、心拍の
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異常、体動の異常、呼吸の異常、脈拍の異常を検出する。
　上記ホストコンピュータ１９には、設定管理手段６７がある。この設定管理手段６７に
よって、上記異常判別手段６５の設定が行われる。
　なお、ホストコンピュータ１９側で、上記設定管理手段６７を介して上記異常判別手段
６５の設定を行うことにより、その情報は各コントロール装置５１～５ｎに送信される。
逆に、各コントロール装置５１～５ｎにおいて、それぞれの設定管理手段４７によって異
常判別手段４５の設定を行なえば、その情報はホストコンピュータ１９にも送信される。
つまり、ホストコンピュータ１９、各コントロール装置５１～５ｎの何れで設定を行って
もその情報は両方で共有される。
【００２８】
　上記ホストコンピュータ１９には表示手段６９がある。この表示手段６９によって、使
用者７１～７ｎ全員についての状態（例えば、呼吸数、脈拍数、等）の表示が行われると
もに、使用者７１～７ｎそれぞれの離床／在床の異常（離床、連続離床異常、連続在床異
常）、心拍の異常、体動の異常、呼吸の異常、脈拍の異常、上記混在信号による波形、呼
吸による波形、脈拍による波形等の表示が行われる。
　また、入力手段７１がある。この入力手段は、例えば、キーボードやマウスであり、上
記設定管理手段６７等の操作を行うことができる。
【００２９】
　また、上記ホストコンピュータ１９には、報知手段７３がある。この報知手段７３は、
離床／在床の異常（離床、連続離床異常、連続在床異常）、心拍の異常、体動の異常、呼
吸の異常、脈拍の異常を、例えば、メール送信、電話発信、警報音によって報知するもの
である。
　なお、本願発明における報知は、既に説明した表示手段６９とこの報知手段７３の両方
を含んだ概念である。
【００３０】
　次に、離床センサ１１１～１１ｎの構成を、離床センサ１１１を例に挙げて、図４、図
５を参照して説明する。
　まず、平行に設置された板状部材８１ａ、８１ｂがある。これら板状部材８１ａ、８１
ｂは、例えば、ポリカーボネート製である。上記板状部材８１ａ、８１ｂの間であって四
隅及び中間の二箇所には、弾性部材からなる支持部材８３ａ～８３ｆが設置されている。
これら支持部材８３ａ～８３ｆは、例えば、ウレタン製である。
【００３１】
　また、上記板状部材８１ａ、８１ｂの間であって中央には、離床検出スイッチ８５が設
置されている。この離床検出スイッチ８５は、上記板状部材８１ｂに嵩上げ部材８７を介
して固着されている。
　上記離床検出スイッチ８５は、例えば、ゴム製のスイッチ筐体９１と、このスイッチ筐
体９１の内部に設置された２枚の電極９３ａ、９３ｂと、これら２枚の電極９３ａ、９３
ｂの間であった幅方向（図５（ａ）中左右方向）両端側に設置された絶縁支持部材９５、
９５と、から構成されている。また、上記スイッチ筐体９１の板状部材８１ａ側（図５（
ａ）中上側）には、突起９７が形成されている。この突起９７は、上記板状部材８１ａに
当接されている。
　なお、上記突起９７と上記板状部材８１ａの間に僅かな隙間を積極的に設け、それによ
って、誤検知防止及び耐久性向上を図ることも考えられる。
【００３２】
　上記離床センサ１１１は、図５（ａ）中上側から押圧されると、上記板状部材８１ａを
介して上記離床検出スイッチ８５が押圧され、上記スイッチ筐体９１とともに上記電極９
３ａが押圧・変形され、上記電極９３ａと上記電極９３ｂとが接触して通電される。それ
によって、使用者７１の離床／在床を検出する。すなわち、図５（ａ）の状態であれば、
離床検出スイッチ８５は「オフ」となり離床と判別され、図５（ｂ）の状態であれば、離
床検出スイッチ８５は「オン」となり在床と判別される。
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　また、上記離床センサ１１１からは既に述べたケーブル１３６１が引き出されている。
　なお、その他の離床センサ１１２～１１ｎも同様の構成になっている。
【００３３】
　次に、生体情報収集シート１３１～１３ｎの構成を、生体情報収集シート１３１を例に
挙げて、詳細に説明する。
　上記生体情報収集シート１３１には、まず、図６、図７に示すように、袋体１０１があ
る。この袋体１０１は、図７に示すように、２枚のシート部材１０３ａ、１０３ｂを貼り
合わせて、全体としてシート状に構成されている。
　また、図６に示すように、上記袋体１０１には、複数（この第１の実施の形態の場合は
２つ）の空気室１０５、１０５が設けられていて、これら空気室１０５、１０５は、複数
（この第１の実施の形態の場合は６つ）の連絡路１０７、１０７、１０７、１０７、１０
７、１０７によって互いに連通されている。また、上記袋体１０１には、逆止弁付空気注
入ポート１０９が設置されている。
【００３４】
　上記袋体１０１内には、センサモジュール１１１が封入されている。このセンサモジュ
ール１１１は、図８（ａ）に示すように、センサモジュール本体１１３と、上記センサモ
ジュール本体１１３の表面を覆う熱収縮チューブ１１５とから構成されている。上記熱収
縮チューブ１１５は、前後端側（図８（ａ）中左下から右上に向かう方向の両端側）を開
口させた状態で上記センサモジュール本体１１３を覆っている。
【００３５】
　また、上記センサモジュール本体１１３は次のような構成をなしている。図８（ｂ）に
示すように、略Ｕ字型の断面形状を成す下ケース１１７と、略逆Ｕ字型の断面形状を成す
上ケース１１９がある。上記下ケース１１７の上側に上記上ケース１１９を外側から係合
させて被せられるようになっている。また、上記下ケース１１７に上記上ケース１１９を
被せた状態では、前後端側（図８（ａ）中左下から右上に向かう方向の両端側）が開口さ
れた状態となっている。
【００３６】
　上記下ケース１１７の内側には、焦電型赤外線センサ１２１や該焦電型赤外線センサ１
２１の出力を増幅させる増幅回路、及び、フィルタ回路等を構成する複数の電子部品１２
３が実装された基板１２５が設置されている。上記焦電型赤外線センサ１２１は、上記袋
体１０１内の空気の流れによる上記センサモジュール１１１周辺の微小な温度変化を赤外
線の量の変化を介して検出するものである。すなわち、上記センサモジュール１１１周辺
に空気の流れが生じて微小な温度変化が発生すると赤外線の量が変化する。上記焦電型赤
外線センサ１２１はこの赤外線の量の変化を検出している。そして、上記焦電型赤外線セ
ンサ１２１内では、変化する微弱な赤外線により図示しない焦電体内の電子の分布が変化
し、この電子の分布の変化による出力電圧の変化から上記センサモジュール１１１周辺の
空気の温度変化が検出される。また、上記焦電型赤外線センサ１２１は低周波域で感度が
高いため、使用者７１～７ｎの心拍や呼吸の検出に適している。
【００３７】
　上記基板１２５の後端側（図８（ｂ）中右上側）には複数本の（本実施の形態の場合に
は３本）リード線１２７が接続されている。このリード線１２７は、導体１２９と被覆チ
ューブ１３１とから構成されている。また、これら３本のリード線１２７は被覆チューブ
１３３によって被覆され、それによって、既に述べたケーブル１３５１が構成されている
。また、上記ケーブル１３５１の、上記被覆チューブ１３３の基板１２５側（図８（ｂ）
中左下側）の開口部付近は熱収縮チューブ１３７によって束ねられている。
　なお、上記ケーブル１３５１としては、例えば、市販のモジュラーケーブルが使用され
る。
【００３８】
　次に、封止処理について説明する。封止処理の詳細を説明する前に、本件特許出願人が
封止処理に至った経緯を簡単に説明する。封止処理を施す前の試作品を使用して耐荷重試
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験を行った結果空気漏れが確認された。そこで、本件特許出願人は、ケーブル１３５１の
袋体１０１の貫通部を介しての空気漏れを想定して、そこに所定の封止処理を施した。
　ところが、それでも空気漏れの発生を完全に防ぐことはできなかった。
　そこで、本件特許出願人はさらなる実験を繰り返し、ケーブル１３５１の被覆チューブ
１３３、及び、リード線１２７の被覆チューブ１３１の端の隙間を介しての空気漏れを確
認するに到った。そこで、それらケーブル１３５１の被覆チューブ１３３、及び、リード
線１２７の被覆チューブ１３１の端の隙間に対しても所定の封止処理を施したものである
。
　以下、ケーブル１３５１の袋体１０１の貫通部に施された封止処理から順次説明してい
く。
【００３９】
　まず、図８に示すように、上記ケーブル１３５１の上記袋体１０１の外周部を貫通する
部分には熱収縮チューブ１３９が被せられている。この熱収縮チューブ１３９を被せた状
態で熱溶着することにより、ケーブル１３５１と上記シート材１０３ａ、１０３ｂとの間
の空気漏れを防止するようにしている。本実施の形態の場合には、さらに、この熱収縮チ
ューブ１３９の内側に接着剤層を設けることにより、上記熱収縮チューブ１３９と上記ケ
ーブル１３５１との間の隙間を完全に封止するようにしている。
　また、この実施の形態の場合には、図８（ｃ）に示すように、この熱収縮チューブ１３
９は、補強シート１４１ａ、１４１ｂ間に介挿されている。さらに、上記補強シート１４
１ａの反熱収縮チューブ１３９側（図８（ｃ）中上側）に上記シート材１０３ａがあり、
上記補強シート１４１ｂの反熱収縮チューブ１３９側（図８（ｃ）中下側）に上記シート
材１０３ｂがある。
　そして、これら上記シート材１０３ａ、１０３ｂ、上記補強シート１４１ａ、１４１ｂ
、上記熱収縮チューブ１３９、接着剤層、上記ケーブル１３５１をまとめて熱溶着するこ
とで、上記袋体１０１の上記ケーブル１３５１によって貫通される部分が封止されている
。
　なお、上記補強シート１４１ａ、１４１ｂは上記シート材１０３ａ、１０３ｂと同じ構
造・材質のものである。
【００４０】
　なお、上記袋体１０１の上記ケーブル１３５１によって貫通される部分の封止について
若干付言すると、当初、上記ケーブル１３５１に接着剤層の設けられていない熱収縮チュ
ーブ１３９を被せて上記シート材１０３ａ、１０３ｂとともに熱溶着するようにしていた
。ところが、それでも、ケーブル１３５１の貫通部を介しての空気漏れを完全に防止する
ことはできなかった。具体的には、ケーブル１３５１と熱収縮チューブ１３９との隙間を
介しての空気漏れが発生していたものである。そこで、上記熱収縮チューブ１３９の内周
側に接着剤層を設けるようにしたものである。それによって、ケーブル１３５１の貫通部
における空気漏れを完全に防止することができたものである。
　また、上記袋体１０１の上記ケーブル１３５１によって貫通される部分の封止には、熱
溶着の他にヒートボンド等の接着剤を使用する場合もある。
【００４１】
　次に、上記ケーブル１３５１の被覆チューブ１３３、及び、リード線１２７の被覆チュ
ーブ１３１の端の隙間における封止処理について説明する。図８（ｂ）に示すように、上
記ケーブル１３５１の上記基板１２５に対する接続部、すなわち、各リード線１２７の露
出された導体１２９の部分から上記被覆チューブ１３３に至る範囲が接着剤１４３によっ
て固められている。これによって、上記ケーブル１３５１の被覆チューブ１３３、及び、
リード線１２７の被覆チューブ１３１の端の隙間を介した空気漏れ、すなわち、上記複数
のリード線１２７間や上記複数のリード線１２７と上記被覆チューブ１３３との間の隙間
を介しての空気漏れや、各リード線１２７の導体１２９と被覆チューブ１３１との間の隙
間を介しての空気漏れを防止するようにしている。
　なお、上記接着剤１４３は、ヒートボンド、樹脂、シリコン等のガスバリア性が高いも
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のである。
　なお、生体情報収集シート１３２～１３ｎも同様の構成になっている。
　因みに、生体情報収集シートに関する発明を開示したものとして、本件特許出願人によ
る特開２０１４－６４７１４号公報がある。
【００４２】
　次に、この第１の実施の形態による生体情報監視システム１の作用について説明する。
　まず、離床センサ１１１～１１ｎの作用について説明する。
　使用者７１～７ｎがベッド３１～３ｎのマットレス５１～５ｎ上に横たわっている場合
は、上記離床センサ１１１～１１ｎが図５（ａ）中上側から押圧される。このとき、板状
部材８１ａを介して離床検出スイッチ８５が押圧され、上記スイッチ筐体９１とともに上
記電極９３ａが押圧・変形されて、上記電極９３ａと上記電極９３ｂとが接触して「オン
」となる。これにより、上記電極９３ａ、９３ｂ間が通電され、使用者７１～７ｎの在床
を検出する。
　使用者７１～７ｎがベッド３１～３ｎのマットレス５１～５ｎ上に横たわっていない場
合は、上記電極９３ａが弾性復帰し、上記電極９３ａ、９３ｂが平行になって非接触の状
態となり「オフ」となる。このとき、上記電極９３ａ、９３ｂ間は非通電状態となり、使
用者７１～７ｎの離床を検出する。その検出信号はケーブル１３６１～１３６ｎを介して
コントロール装置１５１～１５ｎに入力される。
【００４３】
　次に、生体情報収集シート１３１～１３ｎの作用について説明する。
　使用者７１～７ｎの呼吸等の僅かな動作に起因して、袋体１０１が押圧され、それによ
って、袋体１０１内に空気の流れが発生する。その結果、センサモジュール１１１周辺に
も空気の流れが発生し、この空気の流れによってセンサモジュール１１１周辺の空気の温
度が変化する。この温度変化によって発生する赤外線の量が変化し、この赤外線の量の変
化が上記センサモジュール１１１によって検出される。それによって、使用者７１～７ｎ

の心拍、体動、呼吸、脈拍、等の生体情報が検出されることになる。上記センサモジュー
ル１１１からの出力信号はケーブル１３５１～１３５ｎを介してコントロール装置１５１

～１５ｎに入力される。
【００４４】
　次に、封止部の作用について説明する。
　上記袋体１０１の上記ケーブル１３５１～１３５ｎによって貫通される部分においては
、シート材１０３ａ、１０３ｂ、補強シート１４１ａ、１４１ｂ、上記熱収縮チューブ１
３９、接着剤層、上記ケーブル１３５がまとめて熱溶着によって接着・封止されているた
め、ケーブル１３５１～１３５ｎとシート材１０３ａ、１０３ｂとの間からの空気漏れが
効果的に防止される。
　特に、上記ケーブル１３５１～１３５ｎには内側に接着剤層を備えた熱収縮チューブ１
３９が被覆されているため、上記接着剤層により上記ケーブル１３５１～１３５ｎと上記
熱収縮チューブ１３９との間の隙間も確実に塞がれ、この隙間を介した空気漏れが確実に
防止される。
　また、上記ケーブル１３５１～１３５ｎの上記基板１２５に対する接続部、すなわち、
各リード線１２７の露出された導体１２９の部分から上記被覆チューブ１３３に至る範囲
が接着剤１４３によって固められているため、上記ケーブル１３５１～１３５ｎの被覆チ
ューブ１３３、及び、リード線１２７の被覆チューブ１３１の端の隙間を介しての上記袋
体１０１からの空気漏れを確実に防止している。
【００４５】
　次に、コントロール装置１５１～１５ｎの作用について説明する。
　まず、上記コントロール装置１５１～１５ｎの設定管理手段４７の作用について説明す
る。上記設定管理手段４７は、タッチパネル５１を介して、図９（ａ）、図９（ｂ）、及
び、図１０に示すような設定画面を介して操作される。これら図９（ａ）、図９（ｂ）、
及び、図１０に示す設定画面は、切換釦１５１を操作することで順に切り換わるようにな
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っている。
【００４６】
　また、装置番号欄１５３に装置番号を入力することにより自身の装置番号を設定する。
　なお、タッチパネル５１の装置番号欄１５３部分を操作すると、表示手段４９に図示し
ないソフトウェアキーボードが表示され、そのソフトウェアキーボードを介して数字や文
字を入力する。以下の各種設定欄も、同様のソフトウェアキーボードを介して数字や文字
を入力する。
　また、離床モード釦１５７ａ、見守りモード釦１５７ｂ、離床・見守りモード釦１５７
ｃによって、コントロール装置１５１～１５ｎの動作モードを、「離床モード」、「見守
りモード」、及び、「離床・見守りモード」に切り替えることができる。これらの動作モ
ードの詳細については後述する。
【００４７】
　また、正常呼吸数設定欄１５９によって、正常な呼吸とみなす呼吸数の範囲（例えば、
８～２８回／分）が設定される。また、呼吸異常連続時間設定欄１６１によって、呼吸異
常連続時間（例えば、１２０秒）が設定される。
【００４８】
　また、正常脈拍数設定欄１６３によって、正常な脈拍とみなす脈拍数の範囲（例えば、
４０～１２０回／分）が設定される。また、脈拍異常連続時間設定欄１６５によって、脈
拍異常連続時間（例えば、１２０秒）が設定される。
【００４９】
　また、離床時間設定欄１６７によって、離床判別する際の離床時間（例えば、２秒）が
設定される。また、連続在床時間設定欄１６９によって、報知を行う連続在床時間（例え
ば、１４４０分）が設定される。この報知を行う連続在床時間を「０」とした場合には報
知を行わない設定となる。また、離床時報知設定釦１７３ａと離床時報知解除釦１７３ｂ
によって、離床についての報知の有無を設定できる。また、連続離床時間設定欄１７１に
よって、報知を行う連続離床時間（例えば、１４４０分）が設定される。また、センサ波
形倍率設定欄１７５によって、表示手段４９に表示する混在信号の倍率（例えば、１倍）
を設定できる。また、呼吸波形倍率設定欄１７７によって、表示手段４９に表示する呼吸
波形の倍率（例えば、１倍）を設定できる。また、脈拍波形倍率設定欄１７９によって、
表示手段４９に表示する脈拍波形の倍率（例えば、１倍）を設定できる。
【００５０】
　また、図１０に示すように、無線ＬＡＮオン釦１８５ａ、無線ＬＡＮオフ釦１８５ｂに
よって、無線通信手段５５の有効・無効を切り替えることができる。また、無線ＬＡＮ設
定釦１８７によって、図示しない無線通信手段５５の設定画面を呼び出すことができる。
【００５１】
　また、戻る釦１９１を押すことによって、変更した内容を破棄して、コントロール装置
１５１～１５ｎの設定を行わず、後述する通常動作表示画面に移行する。また、決定釦１
９１を押すことによって、変更した内容でコントロール装置１５１～１５ｎの設定を行っ
て、後述する通常動作表示画面に移行する。
【００５２】
　また、コントロール装置１５１～１５ｎは、動作中は、図１１に示すような、通常動作
表示画面２０１を表示する。また、上記通常動作表示画面２０１には、呼吸波形表示部２
０３、脈拍波形表示部２０５が設けられている。また、上記通常動作表示画面２０１には
、動作モード表示部２０７、コントロール装置番号表示部２０９が設けられている。また
、上記通常動作表示画面２０１には、設定ボタン２１１が設けられており、この設定ボタ
ン２１１が押されると、前記した設定画面に移行するようになっている。また、上記通常
動作表示画面２０１には、履歴ボタン２１３が設けられており、この履歴ボタン２１１が
押されると、図示しない履歴表示画面に移行するようになっている。
　なお、「見守りモード」の時には動作モード表示部２０７の「見守り」が点灯され、「
離床モード」の時には動作モード表示部２０７の「離床」が点灯され、「見守り・離床モ
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ード」の時には動作モード表示部２０７の「見守り」、「離床」の両方が点灯される。
【００５３】
　次に、上記コントロール装置１５１～１５ｎの信号処理手段４３の作用について説明す
る。上記信号処理手段４３は、生体情報収集シート１３１～１３ｎからの混在信号にフィ
ルタ処理等の演算処理を施し、図１２に示すように、呼吸のみの信号、脈拍のみの信号を
抽出する。
　なお、図１２（ａ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）を
とり、センサ出力（ｍＶ、混在信号）の時間変化を示した図であり、図１２（ｂ）は横軸
に時間（秒）をとり縦軸に処理信号（ｍＶ、呼吸処理波形）をとり、処理信号（ｍＶ、呼
吸処理波形）の時間変化を示した図であり、図１２（ｃ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸
に処理信号（ｍＶ、脈拍処理波形）をとり、処理信号（ｍＶ、脈拍処理波形）の時間変化
を示した図である。
【００５４】
　また、図１３に示すように、上記生体情報収集シート１３１～１３ｎと上記信号処理手
段４３によると、体圧分散マットレス（ウレタン製）、ポリエステル製マットレス、エア
マットレスの何れを用いた場合でも、呼吸と脈拍が検出される。
　なお、図１３（ａ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）を
とり、体圧分散マットレスを用いた場合のセンサ出力（ｍＶ、混在信号）の時間変化を示
した図であり、図１３（ｂ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に呼吸（ｍＶ）をとり、体圧
分散マットレスを用いた場合の呼吸（ｍＶ）の時間変化を示した図であり、図１３（ｃ）
は横軸に時間（秒）をとり縦軸に脈拍（ｍＶ）をとり、体圧分散マットレスを用いた場合
の脈拍（ｍＶ）の時間変化を示した図である。
　また、図１３（ｄ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）を
とり、ポリエステル製マットレスを用いた場合のセンサ出力（ｍＶ、混在信号）の時間変
化を示した図であり、図１３（ｅ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に呼吸（ｍＶ）をとり
、ポリエステル製マットレスを用いた場合の呼吸（ｍＶ）の時間変化を示した図であり、
図１３（ｆ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に脈拍（ｍＶ）をとり、ポリエステル製マッ
トレスを用いた場合の脈拍（ｍＶ）の時間変化を示した図である。
　また、図１３（ｈ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）を
とり、エアマットレスを用いた場合のセンサ出力（ｍＶ、混在信号）の時間変化を示した
図であり、図１３（ｉ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に呼吸（ｍＶ）をとり、エアマッ
トレスを用いた場合の呼吸（ｍＶ）の時間変化を示した図であり、図１３（ｊ）は横軸に
時間（秒）をとり縦軸に脈拍（ｍＶ）をとり、エアマットレスを用いた場合の脈拍（ｍＶ
）の時間変化を示した図である。
【００５５】
　また、上記生体情報収集シート１３１～１３ｎと上記信号処理手段４３によると、図１
４（ｂ）及び図１４（ｃ）に示すように、他の生体測定機器である呼吸バンドと同じ正確
な呼吸数が得られる。また、図１４（ｄ）及び図１４（ｅ）に示すように、他の生体測定
機器である光電脈波計と同じ正確な脈拍数が得られる。
　また、図１４（ｆ）に示すように、上記生体情報収集シート１３１～１３ｎと上記信号
処理手段４３による呼吸処理信号と他の生体測定機器である呼吸バンドによる信号との相
関係数は０．８６であり、上記呼吸処理信号と他の生体測定機器である呼吸バンドによる
信号との相関関係は高い。また、上記生体情報収集シート１３と上記信号処理手段４３に
よる脈拍処理信号と他の生体測定機器である光電脈波計による信号との相関係数は０．８
３であり、上記脈拍処理信号と他の生体測定機器である光電脈波計による信号との相関関
係も高い。
　なお、図１４（ａ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）を
とり、センサ出力の時間変化を示した図であり、図１４（ｂ）は横軸に時間（秒）をとり
縦軸に呼吸（ｍＶ）をとり、呼吸（ｍＶ）の時間変化を示した図であり、図１４（ｃ）は
横軸に時間（秒）をとり縦軸に呼吸バンドの出力（ｍＶ）をとり、呼吸バンドのセンサ出
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力の時間変化を示した図である。また、図１４（ｄ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に脈
拍（ｍＶ）をとり、脈拍（ｍＶ）の時間変化を示した図であり、図１４（ｅ）は横軸に時
間（秒）をとり縦軸に光電脈波計のセンサ出力（ｍＶ）をとり、センサ出力の時間変化を
示した図であり、図１４（ｆ）は呼吸処理信号と呼吸バンドによる信号との相関係数と脈
拍処理信号と光電脈波計による信号との相関係数を示す表である。
【００５６】
　また、離床センサ１１１～１１ｎによると、図１５に示すように、使用者７１～７ｎが
仰臥位、腹臥位、左側臥位、右側臥位の何れの体位である場合においても、離床／在床の
状態が確実に検出される。
　なお、図１５（ａ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に離床センサの出力をとり、使用者
７１～７ｎが仰臥位である場合の離床センサの出力の時間変化を示した図である。また、
図１５（ｂ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に離床センサの出力をとり、使用者７１～７

ｎが腹臥位である場合の離床センサの出力の時間変化を示した図である。
　また、図１５（ｃ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に離床センサの出力をとり、使用者
７１～７ｎが左側臥位である場合の離床センサの出力の時間変化を示した図である。また
、図１５（ｄ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸に離床センサの出力をとり、使用者７１～
７ｎが右側臥位である場合の離床センサの出力の時間変化を示した図である。
【００５７】
　また、図１６に示すように、体圧分散マットレス（ウレタン製）、ポリエステル製マッ
トレス、及び、エアマットレスの何れを使用した場合も、離床センサ１１１～１１ｎを使
用者７１～７ｎの臍部の下、腰部の下、臀部の下、及び、股部の下の何れの位置に設置し
ても、使用者７１～７ｎが仰臥位、左側臥位、右側臥位の何れの体位であったかに因らず
、離床／在床の状態が確実に検出される。
【００５８】
　次に、上記コントロール装置１５１～１５ｎの異常判別手段４５の作用について説明す
る。この異常判別手段４５は、使用者７１～７ｎの離床／在床の異常（離床、連続離床異
常、連続在床異常）、心肺停止、体動の異常、呼吸数の異常、脈拍数の異常を判別する。
また、上記呼吸数の算出の精度を高めるために用いる無呼吸を判別する。
【００５９】
　次に、図１７を参照して、ホストコンピュータ１９の個別設定画面２１５について説明
する。この個別設定画面２１５はコントロール装置１５１の動作設定を上記ホストコンピ
ュータ１９側から行うものである。すなわち、図１７に示す個別設定画面２１３をみなが
ら、入力手段７１を操作することにより設定を行う。
なお、その他のコンロトール装置１５２～１５ｎについても、同様に設定が行われる。
【００６０】
　上記個別設定画面２１５には、装置番号設定欄２１７があり、この装置番号設定欄２１
７に数値を入力することによりコントロール装置１５１の装置番号が設定される。
　上記個別設定画面２１５には、部屋番号設定欄２１９があり、この部屋番号設定欄２１
９に数値を入力することによってコントロール装置１５１の設置される部屋の番号が設定
される。
　上記個別設定画面２１５には、使用者名設定欄２２１があり、この使用者名設定欄２２
１に名前を入力することにより使用者７１の名前が設定される。
【００６１】
　上記個別設定画面２１５には、機能設定プルダウンメニュ２２５があり、この機能設定
プルダウンメニュ２２５によって、コントロール装置１５１の動作モードが設定される。
　上記個別設定画面２１５には、動作開始時刻設定欄２２６と動作終了時刻設定欄２２７
がある。上記動作開始時刻設定欄２２６によってコントロール装置１５１の動作開始時刻
が設定され、上記動作終了時刻設定欄２２７によってコントロール装置１５１の動作終了
時刻が設定される。
　また、上記個別設定画面２１５には、終日動作設定釦２２９があり、この終日動作設定
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釦２２９を押すと、上記動作開始時刻設定欄２２６に０時０分が設定されるとともに上記
動作終了時刻設定欄２２７に２３時５９分が設定される。
【００６２】
　また、正常呼吸数設定欄２３１によって、正常な呼吸とみなす呼吸数の範囲（例えば、
８～２８回）が設定される。また、呼吸異常連続時間設定欄２３３によって、呼吸が異常
であるとみなす連続時間（例えば、１２０秒）が設定される。
　また、正常脈拍数設定欄２３５によって、正常な脈拍とみなす脈拍数の範囲（例えば、
４０～１２０回）が設定される。また、脈拍異常連続時間設定欄２３７によって、脈拍が
異常であるとみなす連続時間（例えば、１２０秒）が設定される。
　また、離床時間設定欄２３８によって、後述する離床と判別する際に用いる離床時間（
例えば、２秒）を設定できる。また、連続離床時間設定欄２３９によって、報知を行う連
続離床時間（例えば、１４４０分）を設定できる。また、連続在床時間設定欄２４１によ
って、報知を行う連続在床時間（例えば、１４４０分）を設定できる。この報知を行う連
続在床時間を「０」とすることにより報知を行わない設定となる。
【００６３】
　また、無線通信オン釦２４３と無線通信オフ釦２４５があり、上記無線通信オン釦２４
３によってコントロール装置１５１との無線通信をオンにする操作が行われ、上記無線通
信オフ釦２４５によってコントロール装置１５１との無線通信をオフにする操作が行われ
る。
【００６４】
　また、アラートメール送付有効釦２４７とアラートメール送付無効釦２４９があり、上
記アラートメール送付有効釦２４７によって電子メールで報知を行う設定を有効にする操
作が行われ、上記アラートメール送付無効釦２４９によって電子メールで報知を行う設定
を無効にする操作が行われる。
　送付先メールアドレス設定欄２５１には、アラートメールの送付先となる電子メールア
ドレスが複数（この第１の実施の形態の場合は５個）設定される。
　また、アラートメールテスト送信釦２５３を操作すると、上記送付先メールアドレス設
定欄２５１に設定された電子メールアドレスに対して、テスト用のメールが送信される。
【００６５】
　また、設定完了釦２５５を操作すると、設定した内容がコントロール装置１５１に送信
・設定され、その後、後述する通常動作画面２６１へ移行する。また、キャンセル釦２５
７を操作すると、設定した内容を破棄して、後述する通常動作画面２６１へ移行する。
【００６６】
　次に、ホストコンピュータ１９の通常動作画面２６１について説明する。図１８（ａ）
に示すように、この通常動作画面２６１では監視している全ての使用者７１～７ｎについ
て状態が表示されている。上記使用者７１～７ｎに異常があれば、図１８（ｂ）に示すよ
うに、異常の内容（１０１号室の使用者の「呼吸異常」）が表示される。
　なお、前述したように、本実施の形態の場合には、ｎ＝５であるので、図１８（ａ）、
（ｂ）においても、１０１号～１０５号の表示がなされている。
【００６７】
　上記通常動作画面２６１には、使用者状態概要表示部２６３１～２６３５が表示されて
いる。上記使用者状態概要表示部２６３１には、使用者７１の部屋番号２６５、名前２６
７、１分あたりの呼吸数２６９、１分あたりの脈拍数２７１、離床／在床の状態２７３、
及び、コントロール装置１５１との無線通信の状態２７５が表示されている。
【００６８】
　また、上記使用者状態概要表示部２６３１には、詳細画面表示釦２７７と設定画面表示
釦２７９が設置されている。上記詳細画面表示釦２７７を操作すると、後述する詳細画面
２９１が表示される。また、上記設定画面表示釦２７９を操作すると、前記した個別設定
画面２１５が表示される。
　使用者状態概要表示部２６３２～２６３５も、上記使用者状態概要表示部２６３１と同
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様の構成であり、使用者７２～７５についての概要の表示や操作を行うようになっている
。
【００６９】
　また、上記通常動作画面２６１には、履歴表示部２８１があり、使用者７１～７５につ
いての、異常や離床／在床の状態等の履歴が表示される。
　なお、この履歴はホストコンピュータ１９の図示しない記憶装置にも記憶されていく。
　また、上記通常動作画面２６１には、終了釦２８３があり、この終了釦２８３の操作に
より、ホストコンピュータ１９の処理を終了する。
　また、上記通常動作画面２６１には、全体設定釦２８５があり、この全体設定釦２８５
の操作により、図示しない全体設定画面が表示され、上記履歴の保存ディレクトリ、アラ
ートメールの送信に使用されるメールアカウント、履歴表示のオン／オフの設定が行われ
る。
【００７０】
　また、上記通常動作画面２６１には、レポート出力釦２８７があり、このレポート出力
釦２８７の操作により、図示しないレポート出力画面が表示され、使用者７２～７５につ
いての詳細なデータをホストコンピュータ１９の図示しない記憶装置に出力することがで
きる。
【００７１】
　次に、ホストコンピュータ１９の詳細表示画面２９１について説明する。この詳細表示
画面には、図１９に示すように、個々の使用者７１～７ｎの、体動、呼吸、脈拍、活動量
、離床／在床の状態の変化が時系列に沿って表示される。
【００７２】
　次に、フローチャートを参照して様々なケースを説明する。
　まず、コントロール装置１５１～１５ｎの動作モードが「離床・見守りモード」の場合
から説明する。この「離床・見守りモード」では、離床／在床の異常（離床、連続離床異
常、連続在床異常）の判別を行うと共に、心肺停止異常、体動異常、呼吸異常、脈拍異常
についても判別するものである。
　まず、図２０を参照して、「離床・見守りモード」の場合であって、一般的な「呼吸・
脈拍及び離床／在床計測」について説明する。
　離床／在床判別処理が開始されると、まず、ステップＳ１において、離床センサ１１１

～１１ｎの「オン／オフ」が判別される。上記ステップＳ１において、離床センサ１１１

～１１ｎが「オフ」と判別された場合にはステップＳ２に移行する。このステップＳ２で
は、心肺停止異常報知、体動異常報知、呼吸異常報知、脈拍異常報知といったその他の報
知が抑制され、次のステップＳ３に移行する。
【００７３】
　ステップＳ３では、離床時間の計測が開始され、次のステップＳ４に移行する。このス
テップＳ４では、離床センサ１１１～１１ｎの「オン／オフ」が判別される。上記ステッ
プＳ４において、離床センサ１１１～１１ｎが「オフ」と判別された場合にはステップＳ
５に移行する。このステップＳ５では、所定の離床時間（例えば、２秒）が経過している
か否かが判別される。
　なお、この２秒という時間は誤検知防止時間であり、これにより、例えば、寝返りなど
による離床の誤検知を防止している。その際、２秒に限定されるものではなく、３秒、そ
の他の時間でもよい。
　上記ステップＳ５において、所定の離床時間（例えば、２秒）が経過したと判別された
場合にはステップＳ６に移行する。このステップＳ６では、離床報知を行い、その後、処
理を終了する。そして、報知が解除された後、再び、上記ステップＳ１から処理が始まる
。
【００７４】
　上記ステップＳ５において、所定の離床時間（例えば、２秒）が経過していないと判別
された場合は、再び上記ステップＳ４に移行して、同様の処理を繰り返す。
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　一方、ステップＳ１において、離床センサ１１１～１１ｎが「オン」であると判別され
た場合にはステップＳ７に移行する。このステップＳ７では、その他の報知の抑制が解除
される。同様に、上記ステップＳ４において、離床センサ１１１～１１ｎが「オン」と判
別された場合にもステップＳ７に移行する。上記ステップＳ７の後は、在床していると判
断され、離床／在床判別処理を終了した後、再び、上記ステップＳ１からの処理が開始さ
れる。
【００７５】
　次に、在床動作判別処理について説明する。この在床動作判別処理には、心肺停止判定
処理、体動判定処理、呼吸計測処理、脈拍計測処理が含まれている。「離床・見守りモー
ド」では、上記離床／在床判別処理とこれらの処理が並行して行われる。
　まず、図２１を参照して心肺停止判別処理を説明する。
　まず、ステップＳ１０において、判別時間（例えば、１５秒）の計測を開始する。次に
、ステップＳ１１に移行し、心肺カウンタをリセットする。次に、ステップＳ１２に移行
して測定時間（例えば、１秒）の計測を開始する。
【００７６】
　次に、ステップＳ１３に移行し、混在信号から最新のサンプルデータを取り出す。次に
、ステップＳ１４に移行し、上記サンプルデータが所定の心肺停止判別用閾値（例えば、
＋２．６Ｖ）以上か否かを判別する。上記ステップＳ１４において、上記サンプルデータ
が所定の心肺停止判別用閾値（例えば、＋２．６Ｖ）以上と判別された場合は、ステップ
Ｓ１５に移行し、心肺カウンタに１を加算する。次に、ステップＳ１６に移行する。
　上記ステップＳ１４において、上記サンプルデータが所定の心肺停止判別用閾値（例え
ば、＋２．６Ｖ）以上ではないと判別された場合も、上記ステップＳ１６に移行する。上
記ステップＳ１６では、所定の測定時間（例えば、１秒）が経過したか否かが判別される
。上記ステップＳ１６において、所定の測定時間（例えば、１秒）が経過していないと判
別された場合は、再び、上記ステップＳ１３に戻り、同様の処理が繰り返される。
【００７７】
　上記ステップＳ１６において、所定の測定時間（例えば、１秒）が経過したと判別され
た場合は、ステップＳ１７に移行する。このステップＳ１７では、心肺カウンタが所定の
回数（例えば、６回）以上か否かが判別される。心肺カウンタが所定の回数（例えば、６
回）以上の場合は、正常であると判断して、心肺停止判別処理を終了し、その後、再びス
テップＳ１０の処理が行われ、判別時間の計測は最初から開始されることになる。
【００７８】
　上記ステップＳ１７において、心肺カウンタが所定の回数（例えば、６回）以上ではな
いと判別された場合は、ステップＳ１８に移行する。上記ステップＳ１８では、所定の判
別時間（例えば、１５秒）が経過したか否かが判別される。上記ステップＳ１８において
、所定の判別時間（例えば、１５秒）が経過していないと判別された場合は、再び、上記
ステップＳ１１に戻り同様の処理が繰り返される。上記ステップＳ１８において、所定の
判別時間（例えば、１５秒）が経過したと判別された場合は、ステップＳ１９に移行する
。つまり、１秒間に６回以下という状態が１５秒間連続して発生した場合に、ステップＳ
１９に移行し、この記ステップＳ１９では、心肺停止異常報知を行い、その後、処理を終
了する。報知が解除されたあとは、再び、ステップＳ１から処理が開始される。
【００７９】
　次に、図２２を参照して体動判別処理を説明する。
　まず、ステップＳ２０において、判別時間（例えば、３２秒）の計測を開始する。次に
、ステップＳ２１に移行して体動カウンタをリセットする。次に、ステップＳ２２に移行
し、測定時間（例えば、４秒）の計測を開始する。
【００８０】
　次に、ステップＳ２３に移行し、混在信号から最新のサンプルデータを取り出す。次に
、ステップＳ２４に移行し、上記サンプルデータが所定の体動判別用閾値（例えば、＋４
．９Ｖ）以上か否かを判別する。上記ステップＳ２４において、上記サンプルデータが所
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定の体動判別用閾値（例えば、＋４．９Ｖ）以上と判別された場合は、ステップＳ２５に
移行し、体動カウンタに１を加算する。次に、ステップＳ２６に移行する。上記ステップ
Ｓ２４において、上記サンプルデータが所定の体動判別用閾値（例えば、＋４．９Ｖ）以
上ではないと判別された場合も、上記ステップＳ２６に移行する。
　上記ステップＳ２６では、所定の測定時間（例えば、４秒）が経過したか否かが判別さ
れる。上記ステップＳ２６において、所定の測定時間（例えば、４秒）が経過していない
と判別された場合は、再び、上記ステップＳ２３に戻り同様の処理が繰り返される。
【００８１】
　上記ステップＳ２６において、所定の測定時間（例えば、４秒）が経過したと判別され
た場合は、ステップＳ２７に移行する。ステップＳ２７では、体動カウンタが所定の回数
（例えば、２００回）以上でないかが判別される。体動カウンタが所定の回数（例えば、
２００回）以上の場合は、ステップＳ２８へ移行する。上記ステップＳ２８では、表示手
段４９に「体動あり」の表示を呼吸数と脈拍数のところに行い、ステップＳ２９に移行す
る。
【００８２】
　上記ステップＳ２９では、所定の判別時間（例えば、３２秒）が経過したか否かが判別
される。上記ステップＳ２９において、所定の判別時間（例えば、３２秒）が経過してい
ると判別された場合は、ステップＳ３０に移行する。上記ステップＳ３０では、体動異常
報知を行い、処理を終了する。その後、報知を解除した後、再び、ステップＳ１の処理か
ら開始される。すなわち、体動カウンタが所定の回数（例えば、２００回）以上の場合が
所定の判別時間（例えば、３２秒）連続した場合に、体動異常報知を行うようにしている
。
　上記ステップＳ２９において、所定の判別時間（例えば、３２秒）が経過していないと
判別された場合は、再び、上記ステップＳ２１に戻り同様の処理が繰り返される。
【００８３】
　上記ステップＳ２７で、体動カウンタが所定の回数（例えば、２００回）以上でないと
判別された場合は、ステップＳ３１へ移行する。上記ステップＳ３１では、表示手段４９
に呼吸／脈拍数が表示され、体動判別処理を終了した後、再び、ステップＳ２０から処理
を開始する。
【００８４】
　次に、図２３を参照して呼吸計測処理を説明する。
　まず、ステップＳ４０において、呼吸異常時間（例えば、１２０秒）をリセットし、ス
テップＳ４１に移行する。ステップＳ４１では、所定のサンプリング時間（例えば、１０
秒）分の混在信号をサンプリングして、サンプリングデータを取得する。次に、ステップ
Ｓ４２に移行し、上記サンプリングデータに、フィルタ処理等の演算処理を施して、呼吸
信号を抽出する。次に、ステップＳ４３に移行し、上記呼吸信号から１分間の呼吸数を算
出して表示する。
【００８５】
　次に、ステップＳ４４に移行し、呼吸数が所定の範囲（例えば、８～２８回／分）か否
かが判別される。上記ステップＳ４４において、呼吸数が所定の範囲（例えば、８～２８
回／分）ではないと判別された場合は、ステップＳ４５に移行し、呼吸異常時間が加算さ
れる（１０秒単位で加算していく。）。次に、ステップＳ４６に移行し、所定の呼吸異常
時間（例えば、１２０秒）が経過したか否かが判別される。上記ステップＳ４６において
、所定の呼吸異常時間（例えば、１２０秒）が経過していないと判別された場合は、再び
、上記ステップＳ４１に移行する。上記ステップＳ４６において、所定の呼吸異常時間（
例えば、１２０秒）が経過したと判別された場合は、ステップＳ４７に移行する。上記ス
テップＳ４７では、呼吸異常報知を行い、その後、処理を終了する。
【００８６】
　上記ステップＳ４４において、呼吸数が所定の範囲（例えば、８～２８回／分）である
と判別された場合は、ステップＳ４０に戻って再び呼吸計測処理を再び開始する。
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【００８７】
　次に、図２４を参照して脈拍計測処理を説明する。
　まず、ステップＳ４８において、脈拍異常時間（例えば、１２０秒）をリセットし、ス
テップＳ４９に移行する。ステップＳ４９では、所定のサンプリング時間（例えば、１０
秒）分の混在信号をサンプリングして、サンプリングデータを取得する。
　次に、ステップＳ５０に移行し、上記サンプリングデータに、フィルタ処理等の演算処
理を施して、脈拍信号を抽出する。次に、ステップＳ５１に移行し、上記脈拍信号から１
分間の脈拍数を算出して表示する。
【００８８】
　次に、ステップＳ５２に移行し、脈拍数が所定の範囲（例えば、４０～１２０回／分）
か否かが判別される。上記ステップＳ５２において、脈拍数が所定の範囲（例えば、４０
～１２０回／分）ではないと判別された場合は、ステップＳ５３に移行し、脈拍異常時間
（例えば、１０秒）が加算される。次に、ステップＳ５４に移行し、所定の脈拍異常時間
（例えば、１２０秒）が経過したか否かが判別される。上記ステップＳ５４において、所
定の脈拍異常時間（例えば、１２０秒）が経過していないと判別された場合は、再び、上
記ステップＳ４９に戻り同様の処理が繰り返される。
　上記ステップＳ５４において、所定の脈拍異常時間（例えば、１２０秒）が経過したと
判別された場合は、ステップＳ５５に移行する。上記ステップＳ５５では、脈拍異常報知
を行い、その後、処理を終了する。
【００８９】
　上記ステップＳ５２において、脈拍数が所定の範囲（例えば、４０～１２０回／分）で
あると判別された場合は、ステップＳ４８に戻り、再び脈拍計測処理を開始する。
　なお、以上の処理において、図２０のステップＳ２において、その他の報知が抑制され
ることにより、離床報知が最優先されることになる。また、図２１に示す心肺停止異常報
知、図２２に示す体動異常報知、図２３に示す呼吸異常報知、図２４に示す脈拍異常報知
に関しては、心肺停止異常報知の判定時間が１５秒、体動異常報知の判定時間が３２秒、
呼吸異常報知及び脈拍異常報知の判定時間が１２０秒に設定することにより、心肺停止異
常報知、体動異常報知、呼吸異常報知及び脈拍異常報知、の順で報知の優先順位が付けら
れている。
【００９０】
　次に、図２５を参照して、同じ「離床・見守りモード」であって、「呼吸・脈拍及び離
床／在床計測における連続離床時間設定時の動作」を説明する。
　この処理は、離床しても直ぐに報知する必要はないが、長時間離床している異常を報知
したい場合に適用される。
　例えば、常にベッド３１～３ｎ上に居る使用者７１～７ｎが、時々ベッド７１～７ｎの
横のトイレ（簡易トイレ）に行くために離床した場合に、何等かの理由でベッド３１～３

ｎに戻ることができない場合を検知して報知したい場合に適用される。この場合の連続離
床時間は、例えば、３０分である。
又、別の例としては、認知症等の使用者７１～７ｎが、部屋の何処かで転倒して動けなく
なりベッド３１～３ｎに戻れないような場合を検知して報知したい場合に適用される。こ
の場合の連続離床時間は、例えば、２４時間である。
【００９１】
　まず、ステップＳ６１において、離床センサ１１１～１１ｎの「オン／オフ」が判別さ
れる。上記ステップＳ６１において、離床センサ１１１～１１ｎが「オフ」と判別された
場合は、ステップＳ６２に移行する。ステップＳ６２では、心肺停止異常報知、体動異常
報知、呼吸異常報知、脈拍異常報知といった、その他の報知が抑制され、次のステップＳ
６３に移行する。
【００９２】
　ステップＳ６３では、離床時間の計測を開始し、次のステップＳ６４に移行する。ステ
ップＳ６４では、離床センサ１１１～１１ｎの「オン／オフ」が判別される。上記ステッ
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プＳ６４において、離床センサ１１１～１１ｎが「オフ」と判別された場合は、ステップ
Ｓ６５に移行する。ステップＳ６５では、所定の離床時間（例えば、２秒）が経過してい
るか否かが判別される。上記ステップＳ６５において、所定の離床時間（２秒）が経過し
たと判別された場合は、ステップＳ６７に移行する。ステップＳ６５において、所定の離
床時間（２秒）が経過していないと判別された場合にはステップＳ６４に戻り同様の処理
が繰り返される。
【００９３】
　ステップＳ６７では、所定の連続離床時間（例えば、１４４０分）が経過しているか否
かが判別される。上記ステップＳ６７において、所定の連続離床時間（例えば、１４４０
分）が経過したと判別された場合は、ステップＳ６８に移行する。上記ステップＳ６８で
は、連続離床報知を行い、処理を終了する。
　上記ステップＳ６７において、所定の連続離床時間（例えば、１４４０分）が経過して
いないと判別された場合は、再び、ステップＳ６４に戻り同様の処理が繰り返される。
【００９４】
　上記ステップＳ６１において、離床センサ１１１～１１ｎが「オン」と判別された場合
は、ステップＳ６９に移行し、その他の報知の抑制を解除した後、再びステップＳ６１か
ら処理を開始する。上記ステップＳ６４において離床センサ１１１～１１ｎが「オン」と
判別された場合も同様である。
　なお、この場合にも、図２１～図２４に示した心肺停止判定、体動判定、呼吸計測、脈
拍計測については、同様に行われる。
【００９５】
　次に、図２６を参照して、同じ「離床・見守りモード」であって、「呼吸・脈拍及び離
床／在床計測における連続在床時間設定時の動作」について説明する。
　この場合は、例えば、在宅介護等で、在床時に呼吸や脈拍の状態の計測を行うとともに
、長時間連続して在床していた異変を報知したい場合に使用する。
　例えば、ベッド３１～３ｎに居る使用者７１～７ｎで時々ベッド３１～３ｎの横のトイ
レ（簡易トイレ）に行く人の場合、長時間トイレに行かなかったりする異変を検知・報知
したい場合（連続在床時間１２時間）が考えられる。
　又、寝たきりではない使用者７１～７ｎが１日中ベッド３１～３ｎで寝ている異変を検
知・報知したい場合（連続在床時間２４時間）が考えられる。
　まず、ステップＳ７１において、在床時間の計測が開始される。次に、ステップＳ７２
に移行し、離床センサ１１１～１１ｎの「オン／オフ」が判別される。上記ステップＳ７
２において、離床センサ１１１～１１ｎが「オン」であると判別された場合は、ステップ
Ｓ７３に移行する。
【００９６】
　上記ステップＳ７３では、所定の連続在床時間（例えば、１４４０分）を経過していな
いか否かが判別される。上記ステップＳ７３において、所定の連続在床時間（例えば、１
４４０分）を経過していないと判別された場合は、再び、上記ステップＳ７２に戻り同様
の処理が繰り返される。上記ステップＳ７３において、所定の連続在床時間（例えば、１
４４０分）を経過したと判別された場合は、ステップＳ７４に移行する。ステップＳ７４
では、連続在床報知を行い、その後、処理を終了する。
　なお、所定の連続在床時間を「０」に設定することにより連続在床報知は行われないこ
ととなる。
【００９７】
　上記ステップＳ７２において、離床センサ１１１～１１ｎが「オフ」であると判別され
た場合は、ステップＳ７５に移行する。上記ステップＳ７５では、在床時間の計測が中止
され、ステップＳ７６に移行する。ステップＳ７６では、心肺停止異常報知、体動異常報
知、呼吸異常報知、脈拍異常報知といった、その他の報知が抑制され、次のステップＳ７
７に移行する。
【００９８】
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　ステップＳ７７では、離床時間の計測が開始され、ステップＳ７８に移行する。ステッ
プＳ７８では、離床センサ１１１～１１ｎの「オン／オフ」が判別される。上記ステップ
Ｓ７８において、離床センサ１１１～１１ｎが「オフ」と判別された場合は、ステップＳ
７９に移行する。ステップＳ７９では、所定の離床時間（例えば、２秒）が経過している
か否かが判別される。上記ステップＳ７９において、所定の離床時間（例えば、２秒）が
経過していないと判別された場合は、再び、上記ステップＳ７８に戻り同様の処理が繰り
返される。
【００９９】
　上記ステップＳ７８において、離床センサ１１１～１１ｎが「オン」と判別された場合
は、ステップＳ８０に移行する。ステップＳ８０では、在床時間の計測が再開され、ステ
ップＳ８１に移行して、その他の報知の抑制を解除して、ステップＳ７３に移行する。上
記ステップＳ７９において、所定の離床時間（例えば、２秒）が経過したと判別された場
合は、ステップＳ８２に移行する。ステップＳ８２では、離床報知設定の「オン／オフ」
が判別される。上記ステップＳ８２において、離床報知設定が「オン」であると判別され
た場合は、ステップＳ８３に移行し、離床報知が行われる。そして、その後、処理を終了
する。
　上記ステップＳ８２において、離床報知設定が「オフ」であると判別された場合は、再
度、離床センサ１１１～１１ｎが「オン」したときに、ステップＳ７１からの処理が開始
される。
【０１００】
　次に、図２７を参照して、同じ「離床・見守りモード」であって、「呼吸・脈拍及び離
床／在床計測における連続離床時間及び連続在床時間設定時の動作」を説明する。
　これは、在宅介護等で、在床時に呼吸や脈拍の状態の計測を行うと共に、離床しても直
ぐに報知する必要はないが、長時間連続離床している異変や長時間連続在床している異変
等を検知・報知したい場合に用いる。
　例えば、ベッド３１～３ｎに居る使用者７１～７ｎで、時々ベッド３１～３ｎの横のト
イレ（簡易トイレ）に行く人の場合、何等かの理由でベッド３１～３ｎに戻れなくなって
しまう異変、長時間トイレに行かないような異変、等を検知・報知したい場合に適用する
（連続離床時間３０分、連続在床時間１２時間）。
　又、毎日ベッド３１～３ｎ上で寝ているがベッド３１～３ｎ外に居る時もある使用者７

１～７ｎの場合であって、部屋の何処かで転倒して動けなくなっていてベッド３１～３ｎ

に戻ってこない異変、１日中ベッド３１～３ｎで寝ている異変、等を検知・報知したい場
合に用いる（連続離床時間２４時間、連続在時間２４時間）。
　まず、ステップＳ９１において、在床時間の計測が開始される。次に、ステップＳ９２
に移行し、離床センサ１１１～１１ｎの「オン／オフ」が判別される。上記ステップＳ９
２において、離床センサ１１１～１１ｎが「オン」であると判別された場合は、ステップ
Ｓ９３に移行する。
【０１０１】
　上記ステップＳ９３では、所定の連続在床時間（例えば、１４４０分）を経過している
か否かが判別される。上記ステップＳ９３において、所定の連続在床時間（例えば、１４
４０分）を経過していないと判別された場合は、ステップＳ９２に戻る。
【０１０２】
　上記ステップＳ９３において、所定の連続在床時間（１４４０分）を経過したと判別さ
れた場合は、ステップＳ９４に移行する。ステップＳ９４では、連続在床報知を行い、そ
の後、処理を終了する。
　なお、所定の連続在床時間を「０」に設定することにより連続在床報知は行われないこ
ととなる。
【０１０３】
　上記ステップＳ９２において、離床センサ１１１～１１ｎが「オフ」であると判別され
た場合は、ステップＳ９５に移行する。上記ステップＳ９５では、在床時間の計測が中止
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され、ステップＳ９６に移行する。ステップＳ９６では、心肺停止異常報知、体動異常報
知、呼吸異常報知、脈拍異常報知といった、その他の報知が抑制され、次のステップＳ９
７に移行する。ステップＳ９７では、離床時間の計測が開始され、ステップＳ９８に移行
する。ステップＳ９８では、離床センサ１１１～１１ｎの「オン／オフ」が判別される。
上記ステップＳ９８において、離床センサ１１１～１１ｎが「オフ」と判別された場合は
、ステップＳ９９に移行する。ステップＳ９９では、所定の離床時間（例えば、２秒）が
経過しているか否かが判別される。上記ステップＳ９９において、所定の離床時間（例え
ば、２秒）が経過していないと判別された場合は、ステップＳ９８に戻り同様の処理が繰
り返される。
【０１０４】
　上記ステップＳ９８において、離床センサ１１１～１１ｎが「オン」と判別された場合
は、ステップＳ１００に移行する。このステップＳ１００では在床時間計測が再開され、
ステップＳ１０１に移行する。このステップＳ１０１において、その他の報知の抑制が解
除され、既に述べたステップＳ９３に移行する。上記ステップＳ９９で、所定の離床時間
（例えば、２秒）が経過していると判別された場合には、ステップＳ１０２に移行する。
このステップＳ１０２では所定の連続離床時間（例えば、１４４０分）が経過していない
か否かが判別される。上記ステップＳ１０２において、所定の連続離床時間（例えば、１
４４０分）が経過したと判別された場合は、ステップＳ１０３に移行する。上記ステップ
Ｓ１０３では、連続離床報知を行い、その後、処理を終了する。上記ステップＳ１０２に
おいて、所定の連続離床時間（例えば、１４４０分）が経過していないと判別された場合
は、再び、上記ステップＳ９９に戻り、以下、同様の処理が繰り返される。
【０１０５】
　次に、コントロール装置１５１～１５ｎの動作モードが「見守りモード」であって、「
呼吸・脈拍計測における動作」について説明する。
　この場合は、例えば、使用者７１～７ｎがベッド３１～３ｎ上で殆ど動くことはなく、
当然のことながら、離床することもないが、呼吸や脈拍の状態を計測する必要が有る場合
に適用される。
　具体的には、既に説明した図２０の処理を行なわず、図２１～図２４に示す処理のみが
行われることになる。
【０１０６】
　次に、コントロール装置１５１～１５ｎの動作モードが「離床モード」であって、「離
床／在床計測における動作」について説明する。
　例えば、呼吸や脈拍の計測の必要はないが、使用者７１～７ｎが離床した場合に直ぐに
報知を行いたい場合に用いられる。
　具体的には、既に説明した図２０に示す処理のみが行われることになる。
【０１０７】
　次に、コントロール装置１５１～１５ｎの動作モードが「離床モード」であって、「離
床／在床計測における連続離床設定時の動作」について説明する。
　例えば、在宅介護等で、呼吸や脈拍の計測の必要はなく、又、離床の報知の必要もない
が、使用者７１～７ｎが長時間離床したら報知を行いたいときに適用される。
　具体的には、既に説明した図２５の処理のみが行われることになる。
【０１０８】
　次に、コントロール装置１５１～１５ｎの動作モードが「離床モード」であって、「離
床／在床計測における連続在床時間設定時の動作」について説明する。
　この場合には、在宅介護等で、呼吸や脈拍の計測の必要はないが、長時間連続して在床
している異変、等を報知させたい場合に用いられる。
　例えば、ベッド３１～３ｎに居る使用者７１～７ｎで、時々ベッド３１～３ｎの横のト
イレに行く場合、長時間トイレに行かない異変、等を検知・報知する場合に用いられる（
連続在床時間１２時間）。
　又、寝たきりではない使用者７１～７ｎが１日中ベッド３１～３ｎで寝ている異変、等
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を報知したい場合に用いられる（連続在床時間２４時間）。
　具体的には、図２６に示した処理のみが行われることになる。
【０１０９】
　次に、コントロール装置１５１～１５ｎの動作モードが「離床モード」であって、「離
床／在床計測における連続離床時間及び連続在床時間設定時の動作」について説明する。
　この場合には、在宅介護等で、呼吸や脈拍の計測の必要はなく、且つ、離床しても直ぐ
に報知する必要はないが、長時間連続して離床している異変、長時間連続して在床してい
る異変、等を検知・報知したい場合に用いられる。
　例えば、常にベッド３１～３ｎに居る使用者７１～７ｎで、時々ベッド３１～３ｎのサ
イド等のトイレ（簡易トイレ）に行く場合、何等かの理由でベッド３１～３ｎに戻れない
ような異変、長時間トイレに行かないような異変、等の異変を検知・報知したい場合に用
いられる（連続離床時間が３０分、連続在床時間が１２時間）。
又、必ず毎日ベッド３１～３ｎ上で寝ている使用者７１～７ｎであって、ベッド３１～３

ｎ外に居る時がある場合、部屋の何処かで転倒して動けなくなったり、ベッド３１～３ｎ

に戻っていない異変、一日中ベッド３１～３ｎで寝ている異変、等の異変を検知・報知す
る場合に用いられる（連続離床が２４時間、連続在床も２４時間）。
　具体的には、既に説明した図２７に示した処理のみが行われる。
【０１１０】
　次に、図２８及び図２９を参照して、無呼吸の検知・報知について説明する。コントロ
ール装置１５１～１５ｎの信号処理手段４３は、異常判別手段４５において無呼吸を判別
し、無呼吸と判別された場合は、呼吸計測により求められた呼吸数に関わらず呼吸数を「
０」とみなして、上記呼吸計測の精度を高めるようにしている。
　以下、図２８及び図２９を参照しながら、この無呼吸判別処理について詳細に説明する
。
　まず、ステップＳ２０１において、生体情報収集シート１３１～１３ｎから所定の期間
（例えば、１０秒）分の混在信号をサンプリングデータとして取得する。このサンプリン
グデータは、呼吸がある場合では、例えば、図２９（ａ）に示すようなものであり、呼吸
がない場合では、例えば、図２９（ｃ）に示すようなものである。次に、ステップＳ２０
２に移行し、上記サンプリングデータから絶対値データを得る。この絶対値データは、呼
吸がある場合では、例えば、図２９（ｂ）に示すようなものであり、呼吸がない場合では
、例えば、図２９（ｄ）に示すようなものである。
【０１１１】
　なお、図２９（ａ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）を
とり、呼吸がある場合のセンサ出力（ｍＶ、混在信号）の時間変化を示した図であり、図
３１（ｂ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）をとり、呼吸
がある場合のセンサ出力（ｍＶ、混在信号）の絶対値の時間変化を示した図である。
　また、図３１（ｃ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）を
とり、無呼吸の場合のセンサ出力（ｍＶ、混在信号）の時間変化を示した図であり、図３
１（ｄ）は横軸に時間（秒）をとり縦軸にセンサ出力（ｍＶ、混在信号）をとり、無呼吸
の場合のセンサ出力（ｍＶ、混在信号）の絶対値の時間変化を示した図である。
　また、上記サンプリングデータは、上記混在信号から、例えば、０．０１秒ごとにデー
タを得たものであり、上記所定の期間（例えば、１０秒）であれば、１０００個のデータ
を得られるものである。
【０１１２】
　次に、ステップＳ２０３に移行し、上記絶対値データの最大値を得る。次に、ステップ
Ｓ２０４に移行し、測定回数カウンタをリセットする。次に、ステップＳ２０５に移行し
、絶対値データからデータ抽出位置をリセットする。次に、ステップＳ２０６に移行し、
計数カウンタをリセットする。次に、ステップＳ２０７に移行し、上記絶対値データの抽
出位置のデータを抽出する。
【０１１３】
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　次に、ステップＳ２０８に移行し、上記データが上記最大値を元に決定された基準値（
例えば、最大値の０．３倍、但し、上記最大値の０．３倍が０．５Ｖより大きい場合は０
．５Ｖ）以上か否かが判別される。上記ステップＳ２０８において、上記データが上記最
大値を元に決定された基準値（例えば、最大値の０．３倍）以上と判別された場合は、ス
テップＳ２０９に移行する。このステップＳ２０９では、計数カウンタに１が加算される
。次に、ステップＳ２１０に移行して、抽出位置がサンプリングデータの最後まで到達し
たか否かが判別される。上記ステップＳ２１０で、抽出位置がサンプリングデータの最後
まで到達していないと判別された場合は、ステップＳ２１１へ移行し、データ抽出位置を
移動した後、再び上記ステップＳ２０７に戻り同様の処理が繰り返される。
【０１１４】
　上記ステップＳ２１０で、抽出位置がサンプリングデータの最後まで到達したと判別さ
れた場合は、ステップＳ２１２に移行し、計数カウンタが所定の回数（例えば、５００回
）以下か否かが判別される。上記ステップＳ２１２において、計数カウンタが所定の回数
（例えば、５００回）以下であると判別された場合は、ステップＳ２１３に移行する。上
記ステップＳ２１３では、測定回数カウンタに１が加算される。次のステップＳ２１４で
は、測定回数カウンタが所定の回数（例えば、３回）より大きいか否かが判別される。上
記ステップＳ２１４において、測定回数カウンタが所定の回数（例えば、３回）より大き
いと判別された場合は、次のステップＳ２１５に移行する。上記ステップＳ２１４におい
て、測定回数カウンタが所定の回数（例えば、３回）より大きくはない判別された場合は
、ステップＳ２０５に戻り同様の処理が繰り返される。
【０１１５】
　ステップＳ２１５では無呼吸であると判別され、図２３で示した呼吸計測処理で得られ
た呼吸数の計測結果に寄らず、呼吸数を０回として処理する。その後、再び、上記ステッ
プＳ２０１に戻り同様の処理が繰り返される。上記ステップＳ２１２において、計数カウ
ンタが所定の回数（例えば、５００回）以下ではないと判別された場合は、ステップＳ２
１６に移行する。このステップＳ２１６で呼吸があると判別され、この場合には、図２３
で示した呼吸計測処理で得られた呼吸数の計測結果をそのまま呼吸数として処理する。そ
の後、再び、上記ステップＳ２０１に戻り同様の処理が繰り返される。
【０１１６】
　次に、本実施の形態によると次のような効果を奏することができる。
　まず、離床センサ１１１～１１ｎが「オフ」になっていても、誤検知防止の為の所定の
離床時間（例えば、２秒）が経過していることを判別した上で離床を報知するようにして
おり、その上で、生体情報収集シート１３から得られた混在信号をそのまま用いて、心肺
停止判別処理や体動判別処理を行なって、死亡、発作等の重要事象を報知するようにして
いるので、死亡、発作等の重要事象を迅速且つ誤判定少なく検知して警報することができ
る。
【０１１７】
　また、離床報知、心肺停止異常、体動異常、呼吸及び脈拍異常の順で報知に優先順位を
付与しているので、上記したように、死亡、発作等の重要事象を迅速に検知して警報する
ことができる。
　又、在床であって、死亡、発作等の重要事象無しと判別された場合には、混在信号に所
定の信号処理を施して呼吸、脈拍の情報を取得し、それに基づいて、呼吸異常、脈拍異常
を判別して警報するようにしているので、それによって、監視精度を高めることができる
。
【０１１８】
　また、無呼吸判別処理により無呼吸を判別するようにしていて、無呼吸が検知された場
合には、それを優先して呼吸判別処理を行なうようにしているので、呼吸異常判定の精度
を高めることができる。
　特に、上記無呼吸判別処理は、所定の時間内（例えば、１０秒）において上記混在信号
に所定の閾値（最大値の０．３倍、但し、０．５Ｖより大きい場合は０．５Ｖに制限）以
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上の振幅を有する信号が出現する頻度（例えば、５００回以下であるか否か）を基準にし
て行われるものであるため、無呼吸判別処理の精度を高めることができる。また、このよ
うな条件を満たす状態が、例えば、３回繰り返された場合に、無呼吸と判別しているため
、より、精度を高めることができる。
　また、連続離床異常、連続在床異常についても報知するようにしているので、それによ
っても、監視精度を高めることができる。特に、通常の離床と連続離床異常、連続在床異
常を適宜組み合わせることにより、様々なケースに効果的に対応して監視することができ
る。
　また、連続在床異常を報知する場合において、離床の報知を選択することができるよう
にしているので、それによっても、対応可能なケースを増加させることができる。
【０１１９】
　また、ベッド３１～３ｎの近傍には、それぞれコントロール装置１５１～１５ｎが設置
されているので、このコントロール装置１５１～１５ｎを使用すれば、使用者７１～７ｎ

の近傍で所望の監視を行うことができる。
　また、ホストコンピュータ１９が設置されているため、このホストコンピュータ１９に
よって、上記コントロール装置１５１～１５ｎを集中管理することができる。
　また、コントロール装置１５１～１５ｎ、ホストコンピュータ１９の何れの側において
も、各種設定、各種監視が可能な構成になっているので、状況に応じて、何れか一方で各
種設定、各種監視を行う、両方で各種設定、各種監視を行う、双方で役割分担する、等、
様々な使用形態に対応することができる。
【０１２０】
　また、離床センサ１１１～１１ｎは、平行に設置された板状部材８１ａ、８１ｂと弾性
部材からなる支持部材８３ａ～８３ｅと上記板状部材８１ａ、８１ｂの間に設置された離
床検出スイッチ８５から構成されているため、感度良く離床／在床を検出できる。
【０１２１】
　また、上記離床検出スイッチ８５には、上記板状部材８１ａと当接される突起９７が設
けられているため、上記離床検出スイッチ８５が上記板状部材８１ａによって押圧されや
すくなり、感度を高めることができる。
　また、上記板状部材８１ａと突起９７との間に僅かな空間を積極的に設けた場合には、
離床時に、離床検出スイッチ８５にマットレス５５の荷重が掛かり難くなり、それによっ
て、離床センサの耐久性を向上させて、誤検知防止を図ることができる。
【０１２２】
　また、生体情報収集シート１３１～１３ｎは、複数（この第１の実施の形態の場合は２
つ）の空気室１０５、１０５が設けられ連絡路１０７によって内部が連通していて全体と
してシート状に設けられた袋体１０１と、上記空気室１０５に設けられ焦電型赤外線セン
サ１２１及び増幅回路を基板１２５上に設けてなるセンサモジュール１１１とから構成さ
れるため、上記使用者７１～７ｎの生体情報を高感度に検出できる。
【０１２３】
　また、上記センサモジュール１１１には焦電型赤外線センサ１２１が用いられているた
め、上記使用者７１～７ｎの呼吸等の僅かな動作によって生じる上記袋体１０１内の空気
の流れに起因する上記センサモジュール１１１周辺の温度変化から、上記使用者７１～７

ｎの生体情報を高感度に検出することができる。特に、上記焦電型赤外線センサ１２１は
低周波域で感度が高いため、使用者７１～７ｎの呼吸、心拍、脈拍等の生体情報を高感度
に検出することができる。
【０１２４】
　また、上記センサモジュール１１１の基板１２５には、上記焦電型赤外線センサ１２１
とともに、上記焦電型赤外線センサ１２１の出力を増幅させる増幅回路も実装されている
。そのため、上記生体情報収集シート１３は、上記焦電型赤外線センサ１２１と上記増幅
回路を離間させて設置した場合にみられるノイズの影響を受け難く、使用者７１～７ｎの
呼吸、心拍、脈拍等の生体情報を高感度に検出することができる。
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　また、上記センサモジュール１１１は上記空気室１０５内に封入されているため、外乱
に起因するノイズの発生を抑制することができ、被介護者の呼吸、心拍、脈拍等の生体情
報を高感度に検出することができる。
【０１２５】
　また、上記袋体１０１の上記ケーブル１３５によって貫通される部分においては、上記
袋体１０１の上記ケーブル１３５によって貫通される部分は、シート材１０３ａ、１０３
ｂ、補強シート１４１ａ、１４１ｂ、上記熱収縮チューブ１３９、接着剤層、上記ケーブ
ル１３５がまとめて熱溶着された構成となっているため、この部分における空気漏れを完
全に防ぐことができる。
　特に、熱収縮チューブ１３９の内側には接着剤層が備えられているので、熱収縮チュー
ブ１３９とケーブル１３５との隙間を介しての空気漏れを完全に防ぐことができる。
【０１２６】
　また、図４（ｂ）に示すように、上記ケーブル１３５の上記基板１２５に対する接続部
、すなわち、各リード線１２７の露出された導体１２９の部分から上記被覆チューブ１３
３に至る範囲が接着剤１４３によって固められているため、上記ケーブル１３５の被覆チ
ューブ１３３、及び、リード線１２７の被覆チューブ１３１の端の隙間を介しての上記袋
体１０１からの空気漏れを防止することができる。
　なお、上記袋体１０１自体が、例えば、ポリエチレンやナイロン（登録商標）からなる
層を重ねた２層構造又は３層構造を成すガスバリア性の高いシート材１０３ａ、１０３ｂ
を熱溶着などによって貼り合わされていて、空気漏れがない構成になっていることは勿論
である。
【０１２７】
　このように、上記袋体１０１内からの空気漏れを防ぐことで、前述したような、使用者
７１～７ｎの僅かな動作により空気室１０５内に空気の流れが発生する機能や、一方の空
気室１０５内で発生した空気の流れを効率よく他方の空気室１０５に伝播する機能が担保
され、上記生体情報収集シート１３を検出可能な範囲が広く、且つ、高感度なものとする
ことができる。
　また、上記袋体１０１内からの空気漏れを防ぐことによって、上記袋体１０１内への空
気の補充なしに長期間にわたって上記生体情報収集シート１３の機能・性能を維持するこ
とができる。
【０１２８】
　次に、図３０を参照して本発明の第２の実施の形態を説明する。前記第１の実施の形態
の場合には、離床／在床の報知とそれより下位の報知、すなわち、心肺停止異常、体動異
常、呼吸及び脈拍異常の報知に関しては、図２０のステップＳ２の処理により優先順位を
付け、心肺停止異常、体動異常、呼吸及び脈拍異常相互間の優先順位に関しては、それぞ
れの判定に要する処理時間を適切な値に設定することにより優先順位を付与するようにし
ていた。これに対して、この第２の実施の形態の場合には、心肺停止異常、体動異常、呼
吸及び脈拍異常相互間の優先順位に関しても、下位の異常報知を抑制する処理により優先
順位を付与するようにしている。以下、図３０を参照して詳細に説明する。
【０１２９】
　まず、ステップＳ２２１において心肺停止異常報知か否かが判別される。心肺停止異常
報知であると判別された場合には、ステップＳ２２２に移行して、体動異常報知と呼吸及
び脈拍異常報知を抑制する処理を行なう。次いで、ステップＳ２２３に移行して、心肺停
止異常報知の抑制の有無を判別する。ここで、心肺停止異常報知の抑制なしと判別された
場合には、ステップＳ２２４に移行して、心肺停止異常報知を行う。これに対して、心肺
停止異常報知の抑制ありと判別された場合には、そのまま終了する。
【０１３０】
　上記ステップＳ２２１において、心肺停止異常報知ではないと判別された場合には、ス
テップＳ２２５に移行する。このステップＳ２２５において、体動異常報知か否かが判別
される。ステップＳ２２５において体動異常報知であると判別された場合には、ステップ
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Ｓ２２６に移行する。このステップＳ２２６においては、呼吸及び脈拍異常報知を抑制す
る処理を行なう。次いで、ステップＳ２２７に移行して、体動異常報知抑制の有無を判別
し、体動異常報知抑制なしと判別された場合には、ステップＳ２２８に移行する。このス
テップＳ２２８において体動異常報知が行われる。ステップＳ２２７において体動異常報
知抑制ありと判別された場合には、そのまま終了する。
【０１３１】
　上記ステップＳ２２５において、体動異常報知ではないと判別された場合には、ステッ
プＳ２２９に移行する。このステップＳ２２９においては、呼吸・脈拍異常報知か否かが
判別される。呼吸・脈拍異常報知であると判別された場合には、ステップＳ２３０に移行
する。ステップＳ２３０において呼吸・脈拍異常報知の抑制の有無が判別され、呼吸・脈
拍異常報知の抑制なしと判別された場合は、ステップＳ２３１に移行して、呼吸・脈拍異
常報知が実行される。ステップＳ２２９において呼吸・脈拍異常報知ではないと判別され
た場合、ステップＳ２３０において呼吸・脈拍異常報知抑制ありと判別された場合は、何
れも呼吸・脈拍異常報知を行うことなく終了する。
　なお、離床の報知とその他の異常報知、すなわち、心肺停止異常、体動異常、呼吸及び
脈拍異常との間の優先順位は、図２０に示すものと同じとする。
【０１３２】
　以上この第２の実施の形態の場合にも、前記第１の実施の形態の場合と同様の効果を奏
することができる。
【０１３３】
　次に、図３１及び図３２を参照して、本発明の第３の実施の形態について説明する。
　この第３の実施の形態では、図３１及び図３２に示すような生体情報収集シート３０１

１～３０１ｎを用いる。この生体情報収集シート３０１１～３０１ｎは、前記第１、第２
の実施の形態の生体情報収集シート１３１～１３ｎと略同様の構成であるが、袋体１０１
の図３１、図３２中上側には、板状の押圧部材３０３が設置されている。生体情報収集シ
ート３０１１～３０１ｎは、この押圧部材３０３側を使用者７１～７ｎ側に向けて設置さ
れ、上記押圧部材３０３を介して、上記袋体１０１が押圧される構成になっている。
　この場合、前記第１、第２の実施の形態の場合と同様の作用・効果に加え、上記押圧部
材３０３を介して上記生体情報収集シート３０１１～３０１ｎに上記使用者からの振動が
伝わりやすくなるので、感度を向上させることができるという作用・効果も奏する。
【０１３４】
　次に、図３３を参照して、本発明の第４の実施の形態について説明する。この第３の実
施の形態では、図３３に示すような生体情報収集シート４０１１～４０１ｎを用いる。こ
の生体情報収集シート４０１１～４０１ｎは、前記第３の実施の形態の生体情報収集シー
ト３０１１～３０１ｎと略同様の構成であるが、押圧部材３０３の代わりに３つの押圧部
材４０３ａ、４０３ｂ、４０３ｃを設置している点で異なっている。
　この場合も、前記第１～第３の実施の形態の場合と同様の作用・効果を奏する。
　また、３つの押圧部材４０３ａ、４０３ｂ、４０３ｃが設置されているので、使用者７

１が、上記生体情報収集シート４０１１～４０１ｎのどの位置にいても、感度良く生体情
報を収集することができる。
【０１３５】
　なお、本発明は、前記第１～第４の実施の形態に限定されない。
　まず、設定作業、信号処理、異常判別処理、等を、ホストコンピュータとコントロール
装置の何れで行うかは任意であり、例えば、コントロール装置側で信号処理と異常判別処
理を行わず、上記コントロール装置から生体情報取集シートの混在信号と離床センサの信
号をホストコンピュータに送信し、該ホストコンピュータ側で信号処理と異常判別処理を
行う場合も考えられる。
　また、コントロール装置とホストコンピュータにおいて信号処理や異常判別を分担して
行う場合も考えられ、その他、様々なケースが考えられる。
　また、ホストコンピュータを設置しない場合も考えられる。これは、例えば、個人の住
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コール等で報知して欲しい場合に有効であり、また、大きな部屋に複数のベッドを設置す
るような場合に有効である。
　また、コントロール装置を設置せず、ホストコンピュータに全ての離床センサ及び生体
情報収集シートの信号を集約し、上記ホストコンピュータによって全ての離床／在床判別
処理、在床動作判別処理を行うことも考えられる。
　また、本発明による生体情報監視システムを、クラウドコンピューティングを用いて構
成することも考えられる。
【０１３６】
　また、上記袋体１０１を構成するシート材１０３ａ、１０３ｂの材質、接着方法等にも
さまざまな場合が考えられる。また、補強シート１４１ａ、１４１ｂを設けない構成とす
ることも考えられる。
　また、センサモジュール１１１に使用されるセンサの種類にもさまざまな場合が考えら
れる。例えば、圧電センサやマイクロホンを使用することも考えられる。また、フィルタ
回路を上記センサモジュール１１１とは別に設けることも考えられる。
　また、上記センサモジュール１１１に、例えば、無線通信を行う回路や電池を内蔵させ
る構成とすることも考えられる。この場合、ケーブル１３５は不要となり、上記袋体１０
１や上記センサモジュール１１１の封止処理も不要となる。
　また、前記第１～第４の実施の形態の場合には、１個の離床センサを使用した例を挙げ
て説明したが、これを２個使い、何れか一方が「オン」であれば在床、両方「オフ」の場
合に離床とするような構成も考えられる。
　その他、図示した構成はあくまで一例である。
【産業上の利用可能性】
【０１３７】
　本発明は、例えば、介護ベッドのマットレスの下に設置されマットレス上に横たわって
いる使用者の呼吸、心拍、脈拍等の生体情報を収集し、異常を検知した場合に報知する生
体情報監視システムに係り、特に、死亡、発作等の重要事象を迅速に検知できるように工
夫したものに関し、例えば、介護用ベッドに設置される生体情報監視システムに好適であ
る。
【符号の説明】
【０１３８】
　１　生体情報監視システム
　７１～７ｎ　使用者
　１１１～１１ｎ　離床センサ
　１３１～１３ｎ　生体情報収集シート
　１５１～１５ｎ　コントロール装置
　１９　ホストコンピュータ
　８１ａ　板状部材
　８１ｂ　板状部材
　８３ａ～８３ｅ　支持部材
　８５　離床検出スイッチ
　９７　突起
　１０１　袋体
　１０５　空気室
　１１１　センサモジュール
　１２１　焦電型赤外線センサ
　１２３　電子部品（増幅回路）
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种加权死亡，痉挛和卧床等重要事件的生物信息监测系统，以便更准确地获取诸如呼吸频率，心率/脉搏率及
其波形之类的生物信息。 解决方案：生物信息监测系统包括：已安装的离开床传感器，该信号是基于离开床的传感器和生物信息收
集表发出的信号的基础，并且可以快速确定重要事件，并且在警告之前几乎没有错误地确定。 在床垫下 安装在床垫下面的生物信
息收集表； 监测装置，其基于所述离床传感器的信号和来自所述生物信息收集片的信号，监视使用者的离床/在床状态和生物信
息。 监视设备基于来自床离开传感器的信号来确定用户的床离开/在床上状态。 根据生物信息收集表中的混合信号确定重要事件的
存在； 并且，当确定用户处于卧床状态并且不存在重要事件时，报告通过对来自生物信息收集表的混合信号进行计算处理而获得的
各种生物信息。
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